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日
向
の
地
は
、
古
本
樽
識
に
影
ら
津
、
古
く
は
石
器
時
代
の
数
多
い
追
跡
を
留
め
、
古
代
図
家
形
成
時
前
後
に
は
西
都
原
昔
墳
群
を
は
じ

め
と
し
て
三
千
基
に
及
パ
優
秀
な
遺
構
を
全
縣
下
に
残
じ
考
古
學
的
に
も
貴
重
な
地
審
と
し
て
注
目
の
的
と
な
つ
て
き
た
。
　
　
　
・

近
時
、
日
本
歴
史
に
卦
す
る
開
心
が
高
殺
り
、
郷
土
え
に
つ
い
て
も
新
し
い
角
度
か
ら
、
こ
れ
ら
遠
跡
遠
物
に
封
し
て
組
織
的
綜
合
的
な

調
査
を
行
い
、
日
本
音
代
文
化
を
究
明
し
、
日
本
音
代
文
化
史
上
に
お
け
る
日
向
の
位
置
を
明
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
氣
逸
が
起
う
つ
ゝ

あ
る
と
き
営
局
に
お
い
て
も

一
つ
は
そ
の
調
査
研
究
の
重
要
性
を
認
め
る
と
共
に
、　
一
つ
は
戦
後
縣
民
の
一
部
の
風
潮
と
し
て
文
化
財
に
封

す
る
軽
祠
乃
至
は
無
開
心
の
傾
向
が
遺
跡
遠
物
の
破
壊
散
逸
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
種
々
検
討
し
て

い
た
折
柄
文
化
財
の
正
し
い
調
査
研
究
の
在
り
方
と
遺
跡
保
存
の
価
値
を
慶
く
縣
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
意
味
に
お
い
て
向
う
三
ケ
年
に

三
り
こ
の
日
向
遠
跡
調
査
の
賃
現
を
企
国
し
た
久
第
で
あ
る
。
本
書
の
成
る
に
あ
た
つ
て
、
献
身
的
な
努
力
を
携
わ
れ
た
文
化
財
保
護
委
員

舎
文
部
技
官
齋
藤
忠
氏
九
州
考
古
學
會
長
鏡
山
猛
氏
班
び
に
縣
文
化
財
調
査
委
員
日
高
重
孝
、
鴻
之
臓
樽
九
郎
、
石
川
恒
太
郎
、
吉
野
息
行

の
諸
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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凡

一
、
本
書
は
縣
教
育
委
員
管
に
力
い
て
縣
文
化
財
調
査
委
員
書
が
主
体
と
な
つ
て
行
つ
た
昭
和
三
十
六
年
度
第

一
久
古
墳
調
査
の
結
果
の
概

要
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
の
分
担
者
の
稿
を
経
め
た
も
の
で
あ
り
、
随
つ
て
女
体
与
用
語
に
も
不
統

一
の
点
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
、
著
し
い
修
正
を
加
え
な
か
つ
た
。
但
し
で
き
る
だ
け
報
告
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
に
努
め
た
。

一
、
附
録
の
日
向
古
墳
地
名
表
は
文
部
省
及
び
縣
に
お
い
て
指
定
し
た
古
墳
台
帳
に
よ
り
各
市
町
村
の
協
力
を
得
て
再
調
査
し
、
修
正
す
ベ

き
は
修
正
し
新
た
に
稜
見
し
た
も
の
は
附
加
し
て
掲
載
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

今
後
遺
跡
の
調
査
研
究
抗
び
に
文
化
財
保
存
行
政
上
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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廿

六

年

八
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廿

沢

日

一
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土

日

間
、、

ｎ

輛
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旧

齢
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屈

翠

襟

ｔ
下

北

方

吉

墳

三
基

の
機

堀

調

査

を

行

つ
た
。

圭

な

る
関

係

者

及

び
経

通
は
左
の́
如
く
で
あ
る
。
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二

八
月
十
八
日

（晴
）
午
前
九
時
、
関
係
者

一
同
、
第

一
；
墳

（下
北
方
、
越
迫
、
前
方
後
門
墳
）
前
に
集
合
。
修
祓
の
後
、
荒
川
宮
崎
市
長
鍬
入
式
を
行
ひ
、
同
十

時
作
業
開
始
。
ト
レ
ン
チ

（
二
米
）
を
束
酉
及
び
南
北
に
入
れ
る
。
第

一
卜
／
ン
チ
と
第
ニ
ト
レ
ン
チ
と
の
交
又
点
ま
で
、
地
表
下
四
五
組
の
所
に
礫
石
の
群
在

を
発
見
。
午
後
五
時
終
業
。
夜
警
三
名
を
置
く
。
本
日
の
奉
仕
作
業
酬
は
下
北
方
青
年
十
名
。

八
月
十
九
日

（曇
、
雷
雨
）
昨
日
発
見
の
礫
石
群
を
整
狙
中
、
上
層
部
に
鋼
銭
（宋
、
哲
宗
時
代
紹
聖
元
宝
）
一
枚
を
発
見
し
た
。
午
後
時
々
降
雨
三
時
過
ぎ
大
雷
雨

と
な
る
。
作
業
を
止
め
、
現
場
に
席
を
被
う
て
一
同
引
上
げ
る
。

八
月
片
日

（晴
）
午
前
七
時
、
現
地
に
至
り
、
直
に
礫
石
群
整
理
を
開
始
し
た
が
、
何
物
を
も
発
見
せ
す
、
地
表
下
　
一
、
三
二
米
に
至
り
地
山
層
に
達
し
て
作
業

を
止
め
る
。
第

一
ト
レ
ン
チ
の
南
側
及
び
北
側
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
市
側
及
び
北
側
に
、
拡
輸
円
筒
の
残
形
と
破
片
を
多
数
発
見
し
た
。
そ
の
中
に
象
形
城

輸

（
人
物
）
の
手
首
三
本
を
得
た
。

八
月
汁

一
日

（晴
）
午
前
中
、
第

一
；
墳
前
方
部
を
調
査
す
る
。
葺
石
が
多
く
発
見
さ
れ
た
の
で
二
米
の
卜
／
ン
チ
を
南
北
に
入
れ
た
が
、
約
二
〇
糎
に
し
て
白
粘

土
層
に
達
し
作
業
を
止
め
る
。
午
後
、
第
三
号
墳

（
問
捜
）
の
発
堀
を
開
始
す
る
。
東
西
四
米
五
〇
ｎ
南
二
米
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
。
墳
丘
Ｈ
点
よ
り
約
二

〇
瓶
で
粘
土
に
よ
つ
て
同
め
ら
れ
た
礫
石
群
を
発
見
し
た
。

九
月

一
日

（
晴
）
午
前
中
、
第

一
号
墳
の
第
三
卜
／
ン
チ
市
側
に
、
埴
輸
円
筒
の
残
部
．
土
師
器
を
発
見
。
午
後

一
時
よ
り
第
二
号
墳
の
礫
潮
を
調
査
し
た
。
燥
影

実
測
の
後
、
慎
重
に
粘
土
層
を
制
を
去
つ
て
検
し
た
が
、
一
物
も
な
く
、
僅
た
礫
下
に
白
い
骨
片
ら
し
い
も
の
、
土
師
器
の
二
破
片
を
獲
た
。
粘
土
は
頗
る
災
質
。

九
月
二
日

（曇
、
後
、
晴
）
午
後
中
第
三
；
墳
の
調
査
を
続
行
。
午
後
第
二
号
墳

（
第

一
；
墳
の
直
後
に
あ
る
円
壌
或
は
陪
琢
か
）
の
調
査
を
開
始
。
同
墳
中
心
よ

り
十
文
字
に
一
米
の
卜
／
ン
チ
を
二
本
入
れ
る
。
墳
上
に
戦
時
中
、
兵
除
の
堀
つ
た
蛸
壺
が
あ
り
、
そ
の
中
よ
り
壇
輸
円
筒
の
破
片
が
出
土
す
る
。
午
後
円
時

頃
、
第

一
号
墳
第
ニ
ト
レ
ン
チ
南
側
延
長
の
傾
斜
面
に
、
象
形
埴
輔
（
馬
）
の
一
部
分
ら
し
い
も
り

（或
は
脚
部
か
）
を
発
見
し
た
。

九
月
三
日

（晴
）
昨
日
象
形
虹
輸
を
出
上
し
た
第

一
サ
墳
現
場
よ
り
束
方

一
米
の
地
球

‐に
災
同
形
の
　

‐
も
の
が
ｆ
笛
削
±
一
上

‐。
第
二
；
蹟
上
凱
瑚
４
郡
粉
ち
ど
立
虫

砂
礫
層
中
ェ
リ
象
形
壇
輪
の
破
十
が
無
数
に
検
出
さ
れ
た
本
朝
斎
燦
主
査
帰
束
、
鋭
山
主
査
之
に
代
る
。
　
‐

九
月
四
Ｈ

（晴
）
第

一
号
披
北
側
余
前
の
底
辺

（
官
て
激
時
中
、
高
さ
四
尺
の
大
埴
輸
円
筒
を
堀
り
出
す
）
を
発
堀
し
た
が
獲
る
所
な
か
つ
た
。
午
後
第

一
；
蹟
第

一
卜
／
ン
チ
中
央
部
か
ら
七
米
南
側
に
、
円
筒
の
並
列
を
発
現
し
た
。
ｔ
れ
は
八
月
汁
目
発
見
の
第
ニ
ト
ッ
ン
チ
の
円
筒
と
同
馳
列
を
な
す
も
の
か
。
衡
、
本

蹟
第
一
ト
レ
ン
チ
市
側
延
長
線
の
中
腹
部
に
約
一
坪
、
茸
石
が
千
面
に
敷
か
れ
、
階
技
を
成
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
。
又
、
北
側
中
腹
部
に
も
半
坪
ば
か
り
、



千
地
に
尊
石
の
敷
か
れ
た
部
分
が
あ
る
ｏ後
社
の
作
為
で
な
け
れ
ば
築
熟
法
上
注
目
に
値
す
る
。
第
耳
；
墳
中
央
部
北
側
よ
り
、本
日
∫
例
の
浮
縦
や
千
行
沈
線

を
有
す
る
破
片
多
数
出
づ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
・
　

「

九
月
五
日

（曇
、
後
豪
雨
）
午
前
中
、
第
二
号
墳
か
ら
埴
輸
土
偶
の
手
首
の
如
き
も
の
が

一
佃
出
土
し
た
。
第

一
号
墳
第
三
ト
レ
ン
チ
南
側
に
や
ゝ
完
形
の
埴
輪
円

筒
出
土
。
午
後
二
時
大
雨
来
り
作
業
を
中
止
。　
一
同
博
物
館
に
引
上
げ
て
協
議
会
を
開
き
、
県
市
の
関
係
者
に
事
業
吠
績
の
概
略
を
報
じ
、
今
後
の
方
針
に
放

て
熟
談
し
た
。
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．・
，

九
月
六
日

（晴
）
午
前
中
、
第
二
号
渡
北
側
よ
り
埴
輪
破
片
多
数
出
上
。
午
後
、
本
残
中
央
部
に
朱
塗
の
小
石
の
一
群

（
三
〇
版
方
▼
あ
る
を
発
オ
し
た
ｏ
疑
義
深

い
が
、
後
日
の
調
査
に
譲
り
、
薄
次
之
を
以
て
覆
ひ
、
旧
状
に
復
し
て
作
業
を
止
め
る
。
予
定
に
依
り
、
本
日
を
以
て
今
回
の
発
堀
調
査
を
終
り
、
副
団
長
よ

〓り

一
同
の
人
々
に
謝
辞
を
陳
べ
て
、
午
後
五
時
、
散
会
し
た
。
（
日
高
董
孝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒｉ
ヽ
Ｉ
Ｉ
　

Ｉ

早

地

理

的

観

察

第
il

エ

,it

l―l

地

理

由与

I‐ 位

置

下
北
方
古
墳
群
は
日
向
海
岸
手
野
の
中
央
部
を
占
め
る
宮
崎
市
西
北
方
に
あ
つ
て
、
前
束
に
向
つ
て
突
出
す
る
低
不
な
舌
状
丘
陵
が
、
大

淀
川
に
接
鯛
す
る
と
こ
ろ
の
尖
端
、
不
和
台
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
「
此
の
丘
陵
附
近
に
は
前
方
後
田
墳
、
田
墳
等
十
数
基
が
散
布
し
て

所
謝
、
下
北
方
古
墳
群
を
な
し
て
い
る
が
、
今
回
調
査
さ
れ
た
の
は
、
不
和
台
西
方
上
に
あ
る
越
ケ
迫
前
方
後
田
墳

（第

一
統
墳
）
及
び
共

の
陪
塚
と
思
は
れ
る
田
墳

（第
二
琥
墳
）
並
に
そ
の
南
方
下
の
耕
地
中
に
あ
る
花
切
田
墳

（第
二
粧
墳
）

の
三
基
で
あ
る
。
此
の
丘
陵
上
に

立
つ
て
蠍
下
す
れ
ば
、
大
淀
川
の
メ
ァ
ン
ダ
ー
に
哉
た
が
る
宮
崎
市
街
を

一
望
の
う
ち
に
お
さ
め
て
フ
エ
塚
山

―！
青
島
を
見
、
東
方
に
は
日

ヽ

　

　

　

．
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第一図 下北方古墳附近地形図 (× 印下北方古墳群)(地理調査所5万分の一による)

四

向
灘
、
西
北
に
九
州
山
豚
の
推
年
期

の
連
峯
と
霧
島
山
と
を
、
通
か
に
望

見
す
る
こ
と
の
出
本
る
風
光
絶
佳
の

景
槻
の
地
で
あ
る
。
此
の
地
理
的
位

置
は
昔
墳
時
代
に
於
け
る
乗
落
の
位

置
を
下
北
方
附
近
に
想
定
す
れ
ば
、

日
向
古
墳
文
化
圏
の
一
壌
を
形
成
し

て
い
た
こ
と
を
考
纂
す
る
に
充
分
で

比
の
台
地
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
遺

跡
も
多
い
。

０

地
形
と
地
質

地
形
的
に
は
、
此
の
舌
状
性
の
丘

陵
を
、
越
ケ
迫
丘
陵
と
共
の
尖
端
部

を
な
す
下
北
方
台
地
に
Ｅ
分
す
る
こ

と
が
出
泰
る
。
第

一
琥
墳
と
第
二
焼

墳
は
越
ケ
迫
丘
陵
上
に
あ
う
、
第
二



第二図 第一ラ墳後円部商北縦断見取図

焼
墳

は
下
北
方

台
地

に
位
置

す

る
。

，
此
等

の
丘

陵
及

び
台

地

は
甚

だ

し
く
制

は
く

さ
れ

た
低

不
な

る
老

年
期

の
複
雑

な
地
貌
と

呈
し

て

お
う
、
最

高

八
〇

、

六

メ
ー

ト

／
、

手
均

六
十

メ
ー

ト

／
余

の
高
度

を
も

つ
て

い
る
。
特

に
■
越

ケ
迫

丘

陵

は
高
度

が
高

い
た

め
に
風
雨

に
よ

る
侵
蝕

作
用

が

と

だ

し
く

加
え
ら

れ

て

い

る

た

め

母
岩

の

露
出

が

融

著

で
あ

る
。

地
質
的

に
は
、
新
生
代

第

二
紀
麿

の
新

居
を

母
岩

と
す

る
驚
色

、
若

レ

は
勘

久
色

を
袢

パ

る
恥

天
質

の
具
岩

、

及

び
阿
質

の

砂
岩

の
互
猾

よ
り
構

成

さ
れ

て

い
る
。

下
北
方

台
地

は
梨
色

の
腐
植
壌

土

で
覆

は
れ
農

耕

地
化

さ

れ

て

い
る
が
、

こ

ゝ
は
現
在

、

下
北
方

町

の
集

落

を
姿
展

さ
せ
そ

の
中

に
多

く

の
苦
墳

を
散

布

し

こ

ゝ
に
皇
宮

屋
を
始

め
歴
史

的

遺

跡
も
多

い
。

９

下
北
方
古
墳
の
地
理
貯
構
造

越

ケ
迫
丘
陸
上

に
位
置

す

る
第

一
挑
墳

激

び
第

二
競
墳

は
共

の
築
造

上

か
ら
考
察

す

れ
ば
極

め

て
制

約

さ
れ

た
構
造

上

の
特
色

を

も

つ
て

い
る
「
殊

に
第

一
銑
墳

の
構

造

は
比

の
特
色

が
韻

著

で

あ

る
。
東

西
約

百
米

に
亘

る
雅

大
な

る
前

方

後

円
墳

は
、
此

の
標

位
な

地
理
的

位
置

と
相
殺

つ
て

自
然

が

丘
陵
地
形

と
巧
が

に
刑
用
ひ

だ

段
．

塚

分
形
式

を

も

つ
て

い
る
。
比

の
段

は

ニ
メ

三ヽ
段

に
な

，
て

い
る
が
、
子

‐
墳
あ

経
鮎

と
、
丘
陵

利
用
ど

に
役
ゴ

つ
て

い
な
ｏ
上

圃

は
第
ｒ

琥
墳

の
後
田
部

の
中

心
を
南

北

に
切

つ
た
断

面
模
窮
岡

で
地
形

利
用

の
限
界

は
尊

石
薙
度
部

Ａ

Ｂ

を
結

ぶ
線

か
ら

上
方
部

が
古
墳
築
造
部
分

を
洋

め

る、―
も

の
で
な

る

こ
と

が
推
考

さ
れ

る
。

こ

の
地
形

の
利
用
部

分

五



第三図 第一,墳東西縦断見票図

(A 地 点 )

/1
/ 1

41cm 黒掘色(山土)襲土 (植物の根を含む)

六

に
於

て
ど

の
様

に
し

て
封

上

が
聴

り
上

げ
ら

れ

た
か
と

い
ム
こ
と
を
考
察

す

る
た
め

に
、

地
唐

の
分

析
的
調

査

を

行

つ
て
み

た
。
帥

ヶ
Ａ
．Ｂ
。

Ｃ
。
は
第

一
琥
墳
、
Ｄ

は
第

二
琥
墳

の
不
縮
尺

模
篤
国

に
よ
な
地
唐

の
調
査
地

点

を

示
し

た
も

の

で
ぁ

る
が
、

そ

の
結

果
一

各
点

に
於

け
な
唐
位

は
次

の
様

で
あ

つ
た
。
此

の
四
地
点

に
於

け

る
地
層

分
分
析

り
結

果
か
ら
、
第

一
枕
及

び
第

二
枕
墳

の
構
造

を
線
合
的

に
剣
断
す

れ
ば
、

次

の
様

に
想

定
す
る
こ
と
が
出
な
。

／

一
/

i     帯 :誼缶 鰍 雄 工 高赤鵠色純粘土層

.(C
!I

理,く).    二

i Cm・ 螢憂黒掘色
ザ

:58cm i黒編色壊土

(B地点)

(D地点)

87cm 含礫赤掘色層

黒掘色岩盤層

:  赤鶴色含礫簡質層

HOCm黒土腐絶層
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第 四 図  第 二 与 墳 地 層 図

比
の
出
婿
は
前
述
し
た
様
に
二
十
五
度
の
傾
斜
を
ヽ
つ
た
第
三
紀
暦
で
あ
つ
て
、
越
ケ
迫
丘
陵
下
を
達

廻
す
る
自
動
車
道
路
の
堀
さ
く
断
庭
に
露
出
し
て
い
る
。
従
つ
て
、
此
の
第
二
紀
層
を
母
岩
と
す
る
丘
陵
を

加
除
堀
さ
く
し
て
前
方
後
円
墳
の
形
態
に
築
造
せ
ら
れ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
地
層
の
表
面

の
封
土

（盛
う
土
）
は
、
各
地
点
に
よ
つ
て
異
つ
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
か
ら
推
定
す
れ
ば
現
在
の
他

表
面
か
ら
の
封
土
は
、
後
田
部
中
心
附
近
で

一
、
三
米
、
前
方
部
の
中
心
点
で
六
五
糎
、
雨
者
の
中
間
部

で
二
、
Ｏ
米
の
被
獲
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
．第
二
批
墳
の
中
心
上
部
は
、
ほ
と
ん
ど
盛
土
は

制
は
く
せ
ら
れ
、其
の
外
側
聞
辺
の
み
に
或
る
程
度
の
封
上
を
保
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
比
の
第

一
枕

墳
が
自
然
の
丘
陵
地
形
を
利
用
し
た
も
の
・で
あ
る
こ
と
は
地
層
的
に
見
る
結
果
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
し
、

後
田
部
の
断
面
国
に
見
ら
れ
る
如
く
段
と
葺
石
の
否
掛
稗
的
配
置
に
よ
つ
て
も
利
用
上
か
ら
の
制
約
が
明

際
と
な
る
の
で
あ
ら
う
。

又
．斯
る
高
い
場
所
に
人
鶯
的
に
（
一体
の
築
造
を
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
た
ゞ

技
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
営
時
の
形
態
よ
り
も
著
し
く
捷
形
さ
れ
て
い
ち
こ
と
で
ぁ
る
。
そ
れ
は
、
古
墳

の
位
置
が
山
上
に
あ
る
た
め
に
葺
石
を
以
て
封
上
の
流
失
を
防
い
で
は
い
る
も
の
ゝ
、
頂
上
附
近
に
於
て

風
水
に
よ
る
侵
蝕
が
甚
だ
し
い
こ
と
ゝ
戦
前
に
於
て
、
一
時
、
岡
山
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
た
時
■
人
工
的

に
も
破
壊
さ
れ
た
ゝ
め
で
、
前
方
部
と
後
田
部
の
中
心
嶺
線
の
剣
定
も
困
難
な
る
状
態
ど
な
つ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
特
に
後
田
部
上
面
に
於
て
、　
一
唐
甚
だ
し
い
の
で
あ
つ
て
、
賞
測
回
六
〇
米
の
等
高
線
の

編
ｔ
ド
牡
渭
ド
ち
附
ち
べ
き
で
ぁ
る
。
Ω
尋
忠
行ヽ
）

七
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第

二
章
中
第

綽
塑
　

踏
黙

（岡
版
第

一
ｔ
第
四
）

第

一
班
墳
は
後
田
部
頂
上
を
制
不
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
側
面
は
比
較
的
良
く
保
存
さ
れ
葺
石
や
封
上
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ｏ

封
土
に
つ
い
て
は
、
前
章
に
精
し
く
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
丘
陵
を
利
用
し
て
咎
ま
れ
前
方
部
を
束
に
面
し
た
前
方
後
阿
墳
で
圭
軸
の
総
長

約

一
一
〇
米
、
後
田
部
径
約
四
〇
米
、
前
方
部
幅
約
二
〇
米
を
有
し
、
盛
土
は
後
田
部
中
心
附
近
で
一
、
三
米
、
前
方
部
の
中
心
点
で
六
五

糎
に
過
ぎ
な
い
。
今
第

一
統
墳
の
後
田
部
の
状
況
を
見
る
に
、
書
石
の
庭
女
的
状
態
を
校
す
れ
ば
、
三
段
に
築
か
れ
て
い
る
」
と
が
知
ら
れ

る
。
し
か
し
頂
上
部
は
嘗
て
公
園
施
設
が
行
わ
れ
た
際
に
若
し
く
破
壊
さ
れ
た
跡
が
あ
う
、
こ
の
頂
上
部
を
不
ら
に
側
つ
た
と
は
圭
と
し
て

南
側
に
薬
て
ら
れ
た
ら
し
く
、
南
側
面
は
北
側
よ
う
も
階
段
状
に
な
つ
て
い
る
状
態
が
少
し
く
原
形
を
破
損
さ
れ
て

！い
る
よ
ナ
に
見
ら
れ
た

た
ｏ
だ
が
付
後
三
段
に
築
か
れ
て
い
な
こ
と
は
充
分
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
∝

葺
石
は
大
小
さ
女
′．ヽ

で
直
径
十
糎
位
か
ら
四
十
糎
以
上
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
概
し
て
上
部
の
も
の
が
小
さ
く
側
面
下
部
の
も
の
が
大

き
ぃ
ょ
ぅ
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
書
石
は
必
ず
し
も
こ
ゝ
の
地
層
中
に
含
政
れ
て
い
る
本
形
の
九
い
礫
石
を
用
い
ず
比
較
的
大
形
の
石

を
用
い
て
い
る
。
而
し
て
こ
の
昔
墳
の
書
石
は
南
麓
な
る
第
三
銑
墳
中
に
在
づ
た
礫
榔
に
含
ま
れ
て
い
た
か
形
丸
石
と
は
そ
の
趣
き
を
異
に

し
、
そ
れ
よ
う
は
大
形
の
も
の
が
多
↑
、

力ゝ
分
本
墳
後
田
部
中
心
に
見
出
さ
れ
た
積
石
は
こ
の
嘗
石
ｔ
同
じ
も
の
で
あ
あ
う
と
思
わ
れ
た
の

で
あ
つ
た
ｏ　
　
　
　

．　
●
′・
一
　
　
・一　
　
一■
　
　
　
　
・ド　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
・一　
　
　
　
　
　
‐
　ヽ
　
　
　
・

葺
石
は
古
墳
の
技
輌
止
葺
か
れ
‘
い

，
，

つ
で
ぁ
る
Ｅ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
元
本
音
墳
の
封
上
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
墳
ら
如
き
ｒｉ・Ｉ丘
上
に
あ
る
昔
墳
に
於
い
て
は
特
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
つ
て
段
の
垂
直
面
は

九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ



~F  J二

第

一
予
墳
後
円
部
頂
上
部

後
門
都
内
部
に
お
け
る
礫
石
器
の
存
在

.=・ヽ
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傾
斜
し
て
書
石
の
ず
り
落
ち
る
の
を
防
い
で
い
る
。
　
　
一　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　

　

　

　

一

後
田
部
第

一
ト
レ
ン
チ
の
延
長
側
面
を
北
部
と
南
部
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
北
側
は
ト
レ
ン
チ
の
北
端
か
ら
第

一
段
の
斜
面
の
基
底
ま
で
は

三
、
三
米
で
、
そ
れ
か
ら
第
二
段
の
基
底
女
で
は
七
米
あ
り
、
そ
れ
よ
り
昔
墳
つ
基
底
歓
で
二
、
四
米
あ
る
。
南
側
は
第

ｒ
４
レ
ン
テ
あ
南

端
か
ら
第

一
段
の
基
底
ま
で
八
米
、
そ
れ
よ
り
第
二
段
の
基
底
ま
で
六
米
、
そ
れ
よ
う
昔
墳
の
基
底
ま
で
二
、
五
米
あ
る
。
こ
の
第

一
ト
レ

ン
チ
の
南
端
は
後
田
部
頂
上
の
南
端
よ
う
少
し
く
北
側
に
寄
つ
て
い
る
か
ら
。
大
体
に
於
い
て
北
側
も
南
側
も
略
ぼ
相
似
た
数
字
を
示
し
い

形
体
の
比
較
的
原
形
を
止
め
て
い
る
。
北
側
に
於
け
る
数
字
は
正
し
い
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
段
の
水
手
な
面
は
割
合
に
狭
く
、
第

二
段
の
上
部
の
水
手
面
が
約

一
米
、
下
段
の
水
不
面
は
五
〇
糎
内
外
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
葺
石
の
下
に
封
上
が
あ
ち
わ
け
で
あ
ち
が
い
こ
段

以
下
に
於
い
て
は
封
土
は
甚
だ
薄
く
、
寧
あ
自
然
の
山
形
を
制
つ
て
、
そ
れ
に
若
干
の
と
を
載
せ
た
程
渡
で
ぁ
る
「
碩
上
第
一
段
つ
雄
４
な

制
手
さ
れ
て
い
る
が
褐
色
土
を
盛
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
別
に
記
ｔ
た
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
一．
■
　
一　
一ｔ
一・‥
一．

新

く

の
如

き

壮

重

な

る
昔

墳

の
形

態

は

日
向

図

に

於

い
て

は

珍

ら

し

い
も

の
と

言

わ

ね

ば

な

ら

な

い
。

（
鏡
山
猛

・
石
川
恒
大
郎
二

尋

忠
行
）

二

内

部

の

状

況

北
に
中
心
部
を
横
簡
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
υ
雨
し
て
北
よ
り
南

に
二
米
毎
に
Ａ
．Ｂ
．Ｃ
．Ｄ
。

と
細
分
し
た
。

一
然
る
に
Ｂ
瞑
及
ど
ザ
原
に
状

い
て
�
輪
劇
鵜
め
破
■
が
紋
ス
ｔ
て
い
る
つ
が
認
め
ら
れ
、

一そ
っ
他
多
く
の
埴
輸
破
片
が
散
吼
ｔ

‐て
磯
珈
搭

れ
た
。
一
こ
津
は
嘗
て
と
の
頂
上
部
が
破
壊
さ
れ
掟
時
に
故
飢
し
た
も
つ
屯
考
え
ら
れ
る
ゃ
夏
に
中
央
部

（
υ
ｌ
Ｅ
垣
）
に
よ
等
て
撃
搭
四
五

糎
の
廊
に
石
積
の
あ
る
箇
所
止
逆
過
し
た
の
で
、一
ｔ
の
石
積
が
礫
榔
で
あ
る
か
も
知
れ
な

ｒ
と
思
わ
れ
た
ゝ
め
い
そ
の
石
積
を
中
心
に
第

一

一
五

八

月
E三二i

11-

八

日

と

の

中
′さ

部
をこ

長
さ

十
宋

幅

米
の

ト

レ

ン   .
テ

を
入
れ

た

と

れ
を  '
第

ト

レ

fン

チ

と
呼
ぶ

と  '
の

ト

レ

ン

テ  !
とよ 単

南



一
一ハ

ト
レ
ン
チ
か
ら
直
角
に
西
方

へ
向
つ
て
長
さ
五
米
、
巾
三
米
の
第
ニ
ト
レ
ン
チ
を
掘
り
石
積
の
全
形
を
出
し
た
。

礫
は
柴
色
の
粘
土
塊
と
混
在
し
て
い
て
極
め
て
不
規
則
で
あ
り

（同
版
　
参
照
）
そ
の
底
部
に
存
在
す
る
範
団
は
束
西
四
、　
一
米
、
南
北

ど

′、
八
米
で
あ
り
、
そ
の
深
さ
は
約

一
米
で
底
部
は
赤
鵜
色
の
粘
土
層
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
礫
石
を
取
り
て
検
し
た
が
何
物
も
な
く
、
そ

の
中
心
都
北
寄
う
の
地
点
に
銅
貨

一
枚
と
筑
瀑
破
片
二
個
と
が
凌
見
さ
れ
た
ｏ

銅
貨
は
紹
翠
元
賞
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
に
至
つ
て
こ
の
礫
石
を
渫
榔
と
見
る
か
否
か
に
大
き
い
問
題
が
提
起
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は

何
ら
の
棺
榔
の
速
構
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
さ
て
こ
の
礫
石
は
こ
れ
を
後
述
す
る
第
二
院
墳
に
見
る
如
き
礫
榔
ス
は
礫
棺
の
残

存
と
考
え
得
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
が
、第

一
銑
墳
の
内
部
の
礫
と
第
二
銑
墳
の
穣
榔
と
を
比
較
す
れ
ば
衣
の
如
き
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

一
ｉ、
第

一
枕
墳
の
礫
は
第
二
挑
墳
の
礫
に
比
ｔ
て
そ
の
存
在
状
況
が
甚
だ
し
く
散
乱
し
て
い
る
。
　

′

二
お
第
三
琥
墳
の
漢
は
紫
色
の
堅
い
納
上
に
よ
つ
て
ぎ
つ
し
り
と
口
め
ち
れ
て
礫
床
の
形
を
な
し
て
い
ち
。
こ
の
紫
色
の
粘
土
は
こ
の
山
丘

の
地
層
に
は
存
在
し
な
い
。
恐
ら
く
麓
の
池
沼
附
近
に
あ
る
も
の
で
あ
る
う
が
、
腰
々
須
惑
器
等
と
燒
く
に
用
い
ら
れ
る
鐵
分
を
含
ん
だ

良
質
の
粘
土
で
あ
つ
て
明
か
に
他
よ
り
運
び
本
つ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
第

一
競
墳
の
礫
は
か
よ
う
に
粘
上
で
固
め
た
と
は
見
ら
れ
ず

「梨
色
の
粘
土
塊
が
共
に
存
在
し
た
に
■
女
る
０
し
か
も
こ
の
暴
色
粘
土
塊
は
こ
ゝ
の
自
然
の
地
層
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
第
二
銑
墳
の
は
明
か
に
撰
床
で
あ
る
が
、
第

一
班
墳
の
礫
は
石
積
の
如
く
費
掘
沈
上
表
面
に
近
い
所
か
ら
も
出
て
本
々
。
つ
政
り
礫
床

を
な
さ
ず
積
石
状
で
あ
つ
た
。

四
、
第
三
批
墳
の
礫
榔
は
腐
植
上
の
下
層
に
あ
る
褐
色
上
層
の
中
に
在
る
が
、
第

一
琥
墳
の
礫
は
非
常
に
深
い
赤
褐
色
粘
土
層
に
接
し
、
黒

色
粘
土
塊
を
含
む
地
層
中
に
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
考
察
し
て
第

一
枕
墳
の
礫
は
礫
榔
の
残
存
都
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
れ
は
何
か
と
ゆ
う
間



値

が
次

に
本

る
疑

間

で
あ

る
。
そ

れ

に

つ

い
て
考
察

の
手

掛
り

と
な

る
も

の
は
鋼
錢

「
紹

摯

元
賓
」

の
委
棚

で
あ

る
。
紹

摯

依
北
宋

の
哲
宗

時

代

の
年
脱

で
紹

摯

元
年
は
面
暦

一
〇

九
四
年

で
我

が
國

の
嘉

保

元
年

に
営

る
。
嘉

保

年
間

は
手
安
朝

の
中

期
す
な

わ
ち

藤
原
時
代

で
あ

つ
て

日
向

囲

に
於

い
て
は
宇
佐
曲

領

の
荘

囲

が
設

立
さ
れ

つ
ゝ
あ

つ
た
時
代

の
こ

・
と

で
あ

る
。
そ

う
す

る
と
毛

の
銅
錯

が

こ
の
古
墳

の
内
部

に
略

ち
込

ん
だ

の
は
路
掘

に
よ

る

の
で
あ

る
う

か

、
或

は
他

の
理
由

に
よ
る

の

で
あ

ろ
う
か
と
ゆ

う

こ
と
を
考

え

ね
ば
な
ら

な

い
が
、
私

は
恐
ら

く
盗
掘

の
結

果

で
は
あ

る
殺

い
と
考

え

る
。

そ

の
理
由

は
洗
掘

識

を
主
張

す

る
な

ら

ば

、

こ

の
礫

は
礫

床

の
残
存

と
見

な

け
れ
ば
な

ら

な

い

が
、
前

に
読

い
た
理
柏

に
よ

つ
て
そ

れ

は
狭

床

の
残
存
と

は
考

え
ら

れ
な

い
か
ら

で
あ

る

・。
鋒
掘

者

は
構
底

を
さ
ら

え

て
そ

の
注

物
を

鋒

め

ば
足

る
の
で
あ

つ
て
、
そ

の
底

を

か
く

も
深
く
掘

つ
て
鋼
費

や
石

や
を
投

げ
込

む
必
要

は
あ

る
政

い
。

一

＾
…
然
ら
ば

こ

の
銅
表

が
陥
込

ん
だ

の
は
何

故

で
あ

る
う
か
と

ゆ
う

こ
と

に
な

る
が
、
先

づ
昔
墳
出

上

の
銅
表

に

つ
い
て

日
向

に
於

け
る
徒

本

あ

例
を
見

よ
う
。
鳥

居
龍
赦
博

士

は
大

正

三
年
春
西
都

原

の
柄

鏡
式

苦
墳

を
凝

掘

さ
れ

た
際

、
そ

の
上
部

に
経

塚

が
あ

つ
て
缶
色

を
袢

び
た

陶
製
経
筒

と
そ

の
下

に
治

不

元
賓

一
枚

が
あ

つ
た

こ
と

を
報

告

し

て

い
ら

れ

％
「

（
鳥

居
博

士
著

「
上
代

の
日
向

延
岡
」

六
五
頁
）
治

手
元

賀

は
北
宋

の
英
宗

時
代
治

手
元

年

（
西
暦

一
〇

六
四
）

に
鋳
造

さ
れ

た
貨
幣

で
あ

る
。
従

づ

て
柄

鏡
式
古
墳

か
ら
北
宋
時
代

の
銅
貨

が
出

々

こ
と

は
既

に
前

例

が
あ

る
「

そ
し

て
西
都

原

の
例

に
よ
れ
ば

そ

れ

は
古
墳

の
上
部

に
築

か

れ

た
経

塚

で
あ

っ
た
「

そ
れ

で
夏

に
組

塚
と
苦
墳

と

の
例
を
見

る
と
、

同
じ
く
鳥

居
博

士

の
報

告

「
上
代

の
日
向

延
岡
ｋ

大
三
―

六
八
頁
）

に
延
岡
市

三
察

の
有
柿

土
構
古
墳

を
礎

掘

さ
れ

た

と
き
粘

土
棺

の
西
方

四

尺
九
寸

の
所

に
樫

の
反

が
詰

め
て
あ

つ
、

そ

Ｌ
を
棚

ち
と

組

飼

之
鏡

が
稜
見

さ
れ

た

阜
と
を

記
し

て

い
ら

れ

る
。

こ

の
経
筒

は
銅
製

の
歳

上
式

で
鏡

は
車
花
飛

雀
鏡

で
不
安
時
代

後

期

の
も

の
と
謂

わ
れ

て

い
る
。

フ
と

，れ
ち

の
例

か
ち
見

て

日
向

に
於

い
て
は
不
安
朝
末

期

に
経

塚

を
作

る

ｔ
一屯

が
行

わ

れ
携

こ
と
を
卯

ち
こ
と

が

で
き

る
。
そ

し

て
そ

の
築

造
の
場
所
と
し
て
騒
々
古
墳
が
選
ば
れ
て
い
る
事
賞
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
ち
と
い
ｔ
の
下
北
方
の
柄
観
式
若
増
の
後
田
部
に
あ
つ
た

一
七



一
人

積
石
は

，

こ
れ
を
経
塚
の
一
部
遠
構
と
見
る
こ
と
が
委
首
で
は
あ
る
女
い
か
と
思
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
私
は
左
の
諸
点
を
指
摘
し
た
い
。

Ｌ
、
後
田
部
に
在
っ
た
撰
石
は
第
二
琥
墳
の
も
の
式
如
く
手
面
に
敷
か
れ
た
状
態
で
な
く
、
殆
ん
ど
地
表
近
く
ま
で
積
哉
れ
て
い
た
花
と
。

■
ｎ
そ
の
積
石
の
底
部
に
紹
翠
元
賓
が

一
枚
あ
つ
た
こ
と
。

三
．
経
筒
の
有
無
が
問
題
で
あ
る
が
、
稜
掘
途
上
に
残
見
探
岐
さ
れ
た
土
器
破
片
に
は
．
明
か
に
埴
輸
円
筒
破
片
で
は
な
く
、
象
形
埴
輪
の

ｒ
守
部
と
ヽ
思
わ
れ
な
い
破
片
が
存
在
す
る
こ
と
で
ぁ
る
。
こ
れ
は
遺
物
の
精
査
の
結
果
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ｉ
以
上
に
よ
つ
て
後
田
部
の
遺
構
は
経
塚
と
見
る
こ
と
が
委
営
の
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
こ
の
古
墳
の
後
田
部
に
あ
つ
た
棺
榔
は
既
に
早
く

慎
然
の
風
雨
に
よ
つ
て
消
滅
し
そ
の
後
に
不
安
朝
末
期
に
経
塚
が
後
田
部
に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
う
。
　
′

●

口
火
ぎ
に
こ
の
音
墳
の
内
部
に
あ
つ
た
も
の
は
何
で
あ
つ
た
ろ
う
か
，
石
棺
か
柿
土
棺
か
木
棺
か
と
ゆ
う
よ
う
な
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
既

一

に
消
滅
し
て
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
然
し
繊
の
蜜
柑
畑
に
存
在
し
た
第
三
琥
墳
の
礫
榔
は
第

一
脱
墳
及
び
第
二
競
墳
の
内
部
を
考
え

る
上
に
於
い
て
も
好
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
つ
て
　
若
し
仮
り
に
第
三
批
墳
に
在
つ
た
如
き
礫
と
粘
土
と
を
以
て
作
つ
た
棺
榔
の
類
が
第

一

枕
墳
及
び
第
二
銑
墳
に
在
つ
た
な
ら
ば
、長
年
月
の
風
雨
の
農
蝕
に
よ
つ
て
そ
れ
は
容
易
に
消
滅
し
去
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
理
解
さ
津
る
。

然
じ
若
し
箱
式
又
は
例
抜
式
の
石
構
が
在
つ
た
と
す
れ
ば
必
ず
そ
の

一
部
を
残
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
善
々
は
第

一
琥
墳
を
稜
掘
し
て
そ
の

内
部
に
何
ら
の
遠
構
を
認
め
ず
、
地
層
調
査
の
結
果
は
中
心
部
の
盛
上
が
殆
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
事
賞
か
ら
。
こ
の
古
墳
に
は
自
然
の
風
雨

に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
易
い
遵
構
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

‐の
み
な
ら
ず
こ
の
第

一
班
墳
は
次
に
述
べ
る
第
二
班
墳
と
共
に
宮
崎
手
野
に
突
出
し
た
丘
の
頂
上
に
あ
つ
て
、
最
も
風
雨
の
湊
蝕
を
受
け

易
い
位
置
に
あ
る
の
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
今
後
の
古
墳
調
査
に
貴
重
な
経
聯
と
な
つ
た
。
つ
ま
り
手
地
に
突
出
し
て
い
る
丘
頂
の
古
墳
に
あ

つ
て
は
礫
棺
又
は
粘
土
棺
は
自
然
力
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
ゆ
う
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。

ハ所
引
恒
大
郎
）



耳

Ψ

（知

面
団
）

米
手
傾
線 ! !   |

1感

二
　
埴

輪

埴
輪
は
第

一
琥
墳
ｔ
第
二
批
墳
と
に
あ
つ
た
が
、
箸
三
枕
墳

の
埴
輸
は
そ
の
存
在
の
原
状
を
明
か
に
す
る
こ
Ｌ
が
で
き
ず
第

一
城
墳
に
於
い
て
は
後
田
部
に
於
い
て
そ
の
原
状
を
略
ぼ
明
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

埴
輪
は
こ
れ
を
大
別
し
て
埴
輪
円
筒
と
象
形
埴
輪
と
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
　
埴
愉
円
筒

大
部
分
は
赤
褐
色
の
粗
鞣
な
燒
物
で
、
結
土
中
に
政
ヽ
小
石

を
交
え
て
居
う
■
表
面
に
薄
い
手
行
斜
線
の
綾
様
を
下
部
に
有

し
て
い
る
。
未
だ
完
全
形
の
も
の
を
見
出
さ
．な
い
が
、
中
央
に

綱
を
貫
通
す
る
穴
を
穿
ち
底
を
有
し
厚
さ
約

一
糎
あ
る
。

こ
の
ほ
か
極
め
て
小
数
で
は
あ
る
が
ぃ
勘
青
色
の
須
恵
器
と

同
じ
燒
き
の
堅
硬
な
円
筒
の

一
種
が
あ
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′　
　
　
　
　
一

Ｂ
　
象
形
塩
輸

象
形
埴
輸
に
は
人
物
の
手
、
動
物
の
足
と
思
わ
れ
る
円
筒
形

一
九



一
．

ユ

＝

ユ

■

り

曽

馳

翻

田



Ⅳ４
【
一；，ヽ
＝

一苧

一

(平 面 固〉

(御 面 固〕
振
類疑
事
旅

家
形
か
馬
具
と
見
ら
れ
る
様
様

の
も
の
狗
・形

の
か
形
も
の

な
ど
が
あ
り
。
こ
れ
ら

は
復
原
を
経
え

ね
ば
郷
然

し
な

い
。

一
人
物

の
手

は
篤
賞
的

に
作
ら
れ
て

摯
る
が
、
頭

部
や
胴

訃

が
見
出

さ
れ
て

い
な

い
。
動
物
もｆ
亦
同
じ

で
あ

る
。
　
一

久
ぎ

に
こ
れ
ら

の
埴
輪

の
見
出
さ
れ
た
状
態
を
述
べ

´
れ

ば
、
埴
輪
円
筒

は
後
田
部

の
頂
上
に
於

い
て
は
中

心
部
を

め
ぐ

つ
て
直
径

一
八
米

の
田
を
描

い
て
樹

て
ち

れ
て

い
る

よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
。
・然

じ
こ
れ
は
未
だ
全
部

の
養
掘

を
経
え
な

け
れ
ば
確
認
ま
れ
な

い
ず
第

一
卜

」
シ
弁
ら
南

端
か
ら
第

ニ

ト

レ
ン
テ
の
南
端

に
か
ヶ
て

一
列

の
感
輪
Ⅲ

筒

が
孤

線
状

に
並

び
立

つ
て

い
る
の
が
認

め
ら
れ
な
ｏ
こ

れ
ら

の
埴
輪
田
筒

は
何

津
も
基
底
部

で
あ

つ
て
，
現
在

の

地
表
か
ら

二
十
糎
内
外

の
深
さ
に
埋
ま
う
、
」
円
筒

の
上
部

は
破
壊

さ
れ
て

い
力

，

こ
れ
は
こ
の
後
田
部
罠
上
が
公
園
、

施
設

の
た
め
に
盛

土
を
制
手
さ
れ
た
際

に
埴
輪
円
筒

の
上

部

も
共
に
破
壊

■
れ
て
、
土
と
共
に
附
近
に
散
乱

き
れ
た

も

の
と
解
せ
ら

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

、
ェ
・
Ｆ

一一一一一



二

四

第

二
段

の
所

で
は
第

一
段

の
基
庚
部

に
破
片

が
多

く
兄
出

さ
緯

た
か
ら
、

こ
の
部

分

に
埴

輸
円
筒

が
立

て
ら

れ
た
も

の
と
思

わ

れ

る
。
嘗

て
鏡
山

が
戦
争
中

に

こ
の
古
墳

で
凌
掘

し

た
略

ぽ
完

全
形

の
埴

輸

円
筒

（
現
在

宮
崎
縣

立
博
物

館
所
歳

）

は
、
後
田
部

西
北
麓

の
も

つ
と

下

位

の
場
所

か
ら
見
出

さ
れ

た

の
で
あ

る
か
ら

こ
の
下

に
今

一
列

の
埴

輸
円

筒

列

が
あ

る
筈

で
，

そ
ド

は
恐
ら
く
第

二
段

の
基
底

部

に
曽

る
も

の
で
あ

る
ュ
一一

想
像

さ
れ

る
。

こ
れ
ら

の
点

は
全
体

◆
稜
掘

卜
経
え
な

け
れ
ば
確
言

は

で
き
な

い
が
、

現
在

の
と

と
る

こ

の
古

墳

に
は
三
列

の
埴
輪
円

筒

を
超

ら

し

て

い
る
も

の
と
推

測

さ
れ

る
わ

け

で
あ

る
。
而
し

て
之

は
埴
輪

円
筒

が
盛

上

の
流

下
を
防
ぐ

「
土

止

め
」

の
た
め
に

使

用
さ
れ

た
と

ゆ

う
点

オ
カゝ
ら
言

ρ

‐て
営
然

そ

と
に
あ

る
べ
き
位
置

な

の
で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

象

形
埴

輪

は
ぃ

人
物

の
手

が
第

一
ト

レ
ン
チ

の
南
瑞

で
二
個

．
第

ニ

ト

レ
ン
チ
と
第

ニ

ト

レ

ン
チ
の
分
岐

点

で

一
個
見
出

さ

れ

た
が
、

こ

れ

は
基
底

（
足
都

）
を
有

し
な

い
の
で

バ
ラ
／゙

●
に
破
壊

さ
＝

た
杖

片

が
散
乱

し

て

い
た
も

の
と
認

め
な
ば
な
ら
な

い
。
動

物

の
足
と
思

わ
れ

ｒ
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
　

　

　

　

一

る
も
の
は
南
側
第

一
ト

レ
ン
チ
の
延
長
線
上

の
第

一
段

の
共
底
部

に
三
本
，
そ

の
東
方
約

一
米
を
隔

て
た
所
に
更

に
三
本
が
、
南
方

に
倒
れ
た

状
態

で
存
在
し

た
。
こ
の
前
者
を
第

一
琥
と
名
づ
け
後
着
を
第

二
枕
と
呼

び
．
み
」
の
存
在

の
状
況
を
記
せ
ば
大

の
通
う
て
あ

る
パ
園
版
参
照
）

第

一
競
の

三
本

は
、
脚
部

の
共
底
を
北
方
に
し
符
四
〇

度
東
方
傾

い
て
存
在

し
た
。
．両
方

に
重
な

つ
て
二
本

．
束
方

に

一
本
あ
り
、
そ

の

間
に
二
個

の
破
片

が
あ

つ
た
。
西
方

の
二
本
中

の
上
部

の
共
底

の
中

心
か
ら
束
方

の

一
本

の
基
底

の
中

心
ま

で
の
距
離

は
五
〇
糎

で
．
三
本

と
も
同
じ
方
向
を
示
し
て
と
わ
ｎ
束
方

の

一
本

は
西
方

の
上
部

の
ょ

の
よ
り
深
く
下
部

の
も
の
よ
り
濃

い
水
手
線

上
部
位
置

し
て

い
る
。

第
二
脱
の
三
株
は
，
向
じ
↑
脚
部
の
募
氏
を
北
方
に
示
し
い
た
か
■
方
向
は
西
方
に
約
三
〇
度
傾
き
両
方
の
二
本
は
重
な
り
束
方
の
一
本

は
独
立
し
て
お
り
ｉ
西

‘
方
め
≡
本
中
の

…
・
ヒ
部
の

，も
の
へ
基
底
の
中
心
と
束
方
の

一
・本
の
熟
底
の
中
心
と
の
距
離
は
同
じ
↑
五
〇
糎
で

，
こ
の

〓
本
も
同

一
方
向
に
倒
れ
て
い
た
。
而
し
て
三
本
の
水
手
上
の
位
置
は
、
束
方
の

一
本
は
西
方
の
二
本
中
の
上
の
も
の
よ
り
深
く
下
部
の
も

の
よ
り
捜
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
一　
　
　
　
　
一　
ヽ
，



以
上
ら
事
貸
に
と
つ
で
、
と
が
第
一‐
挑
π
ゞ
雛
二
舛
分
律
三
本
ら
脚
部
は
同

一
方
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
↓
何
れ
も
同

す
個
体

が
一部
で
か
が
こ
ど
が
知
ら
れ
る
。
帥
ち
何
れ
も
一本
の
脚
が
喪
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
本
の
脚
を
有
す
る
動
物
の
脚
部
が
濠
存
し
た

も
分
と
思
わ
津
み
。
ドな
れ
が
馬
で
あ
る
力．‐
、．
年
で
か
る
か
Ｔ
性
々
央
‘
あ
す
か
は
釘
る
ｔ
ど
が
でｉ
ぎ
な
肘
肝
．
動
物
り
脚
部
で
か
る
と
Ｌ
は

叫
力ゝ、
◆
】
じ
嵐
・゙
こ．
り
狭
形
姑
輸
ド
�
肝
と
後
，脚
か
の
研
附
を
五
〇
糎
と
す
る
動
物
の
形
で
あ
つ‥
た
こ
と
が
畑
ヶ
れ
る
の
で
あ
る
。
　

　

ド．

―
と
の
第

一
腕
の
下
方
約
二
米
を
隔
十

て
た
卜
」
す
に
目
通
う

一
尺
■
二
三
寸
の
櫻
の
木
が
あ
な
。
こ
れ
は
嘗
て
こ
ゝ
に
公
町
施
設
が
行
わ
れ

た
♂
部
に
檸
ォ
”
れ
た
も…
ら
さ
か
が
済
ヽ
こ
の
併
と
椎
え
る
府
に
上
を
つ
た
と
予
」
分
駐
椛
の
肌
部
や
脚
の
Ｉ
部
が
破
壊
さ
れ
て‐
し
キ
ヶ
た

の
で
は
な
か
ら
す
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
例
も
未
だ
脚
部
が
地
に
立
つ
て
い
な
い
の
で
象
形
埴
輸
の
樹
て
ら
れ
た
原
位
置
を
確

好
す
か
ざ
」
い
奪
子
な
か
つ
海
”
ケ
れ
と

，
一
分
二十
伽
肝
第

一
段
分
基
底
都
障
と
↑
位
置
レ
た
」
と
は
Ｌ
今
後
の
調
査
に
大‐
き
い
示，
婢
を‐キ
典

】
え

る

Ｉ

の

ど

思

う

。
一
ｒ

，
　

　

　

Ｉ

　

歩
　

　

　

一

、

　

・
ｉ

　

　

′
！
　

　

一
Ｉ

Ｉ

　

一
　

　

　

　

　

コ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

，Ｉ
次
ぎ
に
と
れ
ぢ
の
埴
輸
桐
筒
及
び
象
影
埴
輸
の
列
は
後
田
部
の
み
に
在
る
の
か
、
前
方
部
殺
で
周
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
と
ゆ
う
問
題
で
あ

か
が
、
証
ォ
訂
に
於
い
て
∫
埴‐輸‐
冊
筒―
の
破
岸
か
見
出ィさ
れ
た
か
併
恐
ら
く
訃
ォ
部‐
に
■
あ
な
゛
ク
と
卜
わ
仕
る
け
れ
ど，∫
も、各
徘
詳
細
な

】状
況
は
今
後
分
調
査
に
快
え
な
け
れ
ば
な
ユ
な
い
。　
Ｔ

，
■
，
　
一
声
■
一
「
■
一
・
　

ｉ
ｌ

●
　
ヽ
　
一　
　ヽ
　
　
一
ヽ
一　
．　
　
一
■

．
之
を
猟
”
る
とこ…
こ
ａ
古
墳
‘

は
■
三
段
が
牲
雰
か
な
し
い
．尊
在
と
以
〓
そ
の
表
面
を
掩
い
、

象
形
離
輸！と
醸
し
て
い
る！‥。、そ…≡２
無
差
分
卜
肇
に
ｔ
‘
雅
大
な
な
景
観
は
徒
時
こ
の
肛
り
二

一

　

　

・

一
　

　

　

一

の

で
あ

る
ド
ス
鏡
仙
猛
■
若
一川
恒
太
郎

・
昔
野
忠
行
）

一　
　
　
　
　
　
・　
　
　
ウ　
　
　
　
　
・　
　
　
■

じ
か
さ
亘
大
な
増
輸
Ｈ
純
を
三
列
に
周
ら‐
け
、

大
偉
枡
ど
在
♭
た
も
ら
一
な
か
ォ
エ
思
わ
れ
浄

・
　

一

一
′

　

一
・

・

　

卜
　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

．



第

四
章

第

一
一

競

墳

こ
の
苦
墳
は
第

一
銑
墳
の
後
旧
部
を
次
す
丘
地
が
両
方
に
於
い
て
独
女
り
年
ら
下
降
し
て
い
る
所
か
ら
僅
か
な
る
間
隔
を
置
い
て
隆
起
し

て
い
る
田
墳
で
あ
る
が
．
不
利
台
か
ら
第

一
枕
墳
の
前
方
部
及
び
後
田
部
を
貫
瑣
い
て
両
方
宮
崎
市
の
静
水
池
に
至
る
か
径
の
た
め
に
中
央

部
を
　
束
両
に
貫
ｎ
か
れ
て
い
て
、
こ
の
道
路
開
槃
の
際
頂
上
部
を
被
壊
さ
れ
、
更
に
そ
の
頃
植
え
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
櫻
樹
の
植
栽
に

頂
上
を
制
ら
れ
て
居
う
、
又
道
路
に
接
し
て
そ
の
前
側
頂
上
に
タ
コ
帝
式
の
防
塞
壕
が
戦
争
中
に
掘
ら
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
頂
上

部
は
著
じ
る
し
く
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

古
墳
の
頂
上
は
海
抜

七

一
、
一一
五
米
で
し
そ
の
束
方
第

一
銑
墳
と
の
問
の
機
部
を
な
し
て
い
る
部
分
は
海
抜
六
九
、
五

一
米
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
苦
墳
の
高
さ
は

一
米
七
四
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
隆
起
し
て
い
る
部
分
は
束
西

一
五
、
工（
Ｏ
米

南
北

一
〇
．
八
〇
米

で
束
西
に
長
い
卵
形
を

な
し
て
い
る
。

頂
上
部
に
穿
た
れ
て
い
る
防
褒
壕
に
よ
つ
て
地
質
の
状
況
を
見
る
に
、
深
部
に
責
色
の
岩
盤
が
あ
り
、
そ
の
上
に
撰
居
が
あ
つ
て
そ
の
上

に
棚
色
の
土
肝
が
あ
る
が
，
頂
上
部
に
は
班
に
礫
厨
と
岩
縦
が

一
部
露
出
し
て
い
て
苺
土
は
殆
ん
ど
喪
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
な

お
こ
の
頂
上
部
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
栓
し
た
る
に
岩
継
は
地
表
下
三
〇
ｉ
三
〇
極
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
中
心
部
が
最
も
高
く
。
こ
れ
を
遠

ざ
か
る
に
従
つ
て
低
ぐ
な
つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
従
つ
て
こ
の
古
墳
は
自
然
に
出
本
た
丘
地
の
隆
起
を
利
用
し
て
管
女
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
緯
る
の
で
あ
る
９

中
心
榔
は
表
土
が
斉
し
く
破
壊
さ
れ
棺
μ
等
の
澁
構
は
何
物
を
も
兄
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
た
ゞ
蠅
路
の
北
側
及
び
中
心
部
の
西
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方
に
於
い
て
は
通
路
の
南
北
雨
側
よ
り
多
く
の
埴
輸
の
破
片
を
稜
掘
し
た
こ
と
は
注
目
す
、へ
き
こ
と
で
、
埴
輪
は
埴
輸
円
筒
の
破
片
と
象
形

埴
輪
の
破
片
と
が
あ
り
、
特
に
象
形
埴
輪
に
は
面
白
い
破
片
が
多
↑
、
女
様
の
補
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
津
ち
の
破
片
か
ら
特
徴
あ

る
も
の
を
攀
げ
れ
ば
人
物
の
手
、
人
か
動
物
か
の
足
部
、
つ
の
形
の
も
の
、
家
形
埴
輪
に
見
る
文
様
、
鎧
か
馬
兵
の
文
携
と
思
わ
れ
る
も
の

な
ど
で
あ
る
。
更
に
中
心
よ
り
東
方

一一
．
六
米
の
所
に
岩
盤
に
之
つ
て
い
る
埴
輸
の
破
片
が
あ
つ
た
。
そ
の
埴
輪
の
底
は
地
表
よ
り

一
五
糎

の
深
さ
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
中
心
に
し
て
埴
輸
配
列
の
状
態
を
探
ろ
う
ｔ
し
た
が
、
時
間
の
制
約
掟
よ
り
目
的
を
達
す
る
た
と
が
で
き
な
か

つ
た
の
は
還
慨
で
あ
る
。
な
お
こ
の
岩
盤
に
立
つ
て
い
た
埴
輸
の
底
部
に
は
朱
が
見
出
さ
れ
た
。

ハ鏡
山
猛
・
石
川
恒
六
廊
）

第

五
章

第

一二

琥

墳

含
蟹

こ

こ
の
昔
墳
伝
第

一
就
専
第
二
読
墳
の
存
在
す
る
丘
地
か
ら
数
町
を
隔
つ
る
南
方
に
あ
る
。
現
在
不
和
台
へ
の
登
鉢
道
路
が
で
き
て
こ
の
地

方
の
地
形
が
著
し
く
疑
化
し
て
い
る
が
、
第

一
競
及
び
第
二
銑
墳
の
あ
る
越
ケ
迫
丘
地
か
ら
南
方
に
降
つ
て
い
る
丘
地
が
あ
り
Ｌ
そ
れ
が
や

ゝ
東
方
に
降
つ
て
き
々
丘
の
部
分
に
作
ら
れ
た
田
墳
で
、
既
に
蛮
紺
靱
た
琲
作
磐
れ
て
そ
の
頂
上
部
つ
土
を
制
つ
て
四
方
に
均
ら
し
た
ゝ
め

形
を
甚
だ
し
く
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
之
を
望
め
ば
蜜
柑
畑
の
中
に
隆
然
と
し
た
河
い
形
が
見
ら
れ
、
一
面
に
薄
が
生
え
て
い
た
。
従
つ
て
こ

津
も
自
然
の
丘
を
利
用
し
た
円
墳
で
あ
る
。

こ
の
結
鞍
り
東
湘
預
料
栢
イ
長
さ
三
珠
．
巾

一
米
の
東
輌
に
長
い
ト
ヤ
ツ
チ
を
入
れ
て
地
唐
の
状
態
を
見
た
が
、
深
い
所
に
黄
色
の
上
層

が

，ヽぁ

・り
Ｆ
杉
Ｌ
つ
注
止
齢
辻

与ｉ混
詢
め
吐
捐
「
そ
つ
吐
た
螺
一
つ
厨
，
そ
の
上
に
褐
色
の
財
が
あ
る
ゃ
こ
の
褐
色
の
上
が
盛
土
で
あ
る
と
思
わ
れ

二
九



三
〇

る
が
，
既

に
顔

，
一
と

の
上
を

下
方

に
均

ら

し

た
た
科

作

者
が
語

つ
て

い
る
か
ら

そ

の
厚

さ
や
範
囲

は
原
形
を
た

め
て

い
次
か

つ
た
。
夏

に
中

央

部

か
ら

反
封

側

の
西

北
方
斜

面

に
長
き

五
米
．
巾

一
米

の
北
方

に
長

い
ト

レ

ン
チ
を

入

れ

て
黄
色

の
土
厨

（
自
然
厨

）
を
追

つ
て
み

た
が
、

そ
ち

ら
ヽ
東

方

と
同
様

に
中

心
部

に
向

つ
て
傾

い
て

い
た
。

―
宅
ぁ

苦
墳

は
最
初

日
高

正
晴

氏
を

し

て

ボ
ー

ノ

ン
ゲ
セ
試

み

さ
し

た
と

こ

ろ
が
、

地

表

に
接

し

て
棺

ら
し
き

も

の
が
あ

る
と

い
う

の
で
、

こ
れ

を
検

し

て
そ

の
位
置

を
確
定

し
ヽ

そ

の
範

剛

を
中

心
に
束
西

四
、
五
米
、
南

北

二
米

の

ト

レ
ン
テ
を

入
れ

た
と

こ
ろ
が
地

表
下

一
人
糎

―

二

〇
種

で
礫

榔
を

稜
見

し

た
や

礫

榔

は
凍
面

に
方
上

し
、
束

西

三
木
〔
南

北

一
米

で
紫

色

の
結
土

と
礫

石
と
を
以

て
堅

日

に
作
ら

れ

て

い
る
。

而
し

て
そ

の
地
唐

内

の
位

置

は
相

色

の
土
厨

内

に
あ
り
、
表
面

に
は
薄

い
腐
植
上

の
厨

が
あ

つ
た
。

こ
れ
は
狭

石

の
虞

で
あ
う

．

そ

の
他

の
部

分

は
既

に
耕

作

の
間

に

掘

り
棄

て
ら

れ

た
も

の
と
見

え
送

物
等

は

一
物

を

も
見

出
す

こ
と

は

で
き
な

か

つ
た
。
た

ゞ
礫

石

の
下

に
二
個

の
上

器
片

が
見
出

さ
れ

た
が
．

，
，
ｒ

●
４
　

　

　

■

，
　

　

　

　

．　

　

」
な

く
Ｌ

こ

の
地
方

は
爾
生
式

土
器

の
包
含
厨

で
あ

る
か
ら
古
墳
築
造

こ
れ
は
聴
生
式
土

器

の
破

片

で
あ

つ
て

こ
の
古
墳

と
は
直
接

の
関

係

程

の
時

混

入
し

た
も

の
と
見

る
が
袋
営

で
あ

ろ
う
。

な

お
こ

の
上
恭
片

と
同
類

の
如
生
式

上
瀑

は
縣

立
博
物

館

に
も
在

る

の
で
参
照

す

る
こ
と

が

で
き

る
０

ヽ
次
ぎ

に

こ
の
古
輸

の
年
代

に

っ
い
て
考

え

ね
ば
な
ら
な

い
が
，

先

ず
第

一
に

こ
の
古
瑣

は
第

一
班
墳

の
陪
塚

で
あ

る
か
否

か

の
問
題
を
考

免

れ
ば
な

ち
な

い
。
帥

ち

そ
れ

は

こ

の
古
墳

が
第

一
批
墳

と
同
時

に
作
ら

れ

た
相

関

力
係

の
あ

る
も

の
で
あ

る
か
否
か

の
問
題

で
あ

る
。

そ

れ
に
は
第

一
枕
墳

の
暗
塚

と
思

わ

れ

る
第

二
批
墳

と
比
較

す

る
が
良

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

，

第

二
焼
墳

と
第

三
批
墳

と
を
比
較

す

れ
ば

何

れ
も
小
田
墳

で
あ

り
、
自
然

の
丘
地
を
利

用
し

て
築

か
れ

て

い
る
と

い
う
点

は

一
致

し

て

い

る
。
然

し

一
は
山

丘

の
頂
■

に
あ
り
ぃ
　
一
は
そ

の
遜

か
徒

に
あ

る
と

い
う
異

い
が
あ

る
。
又
第

二
銑
墳

は
第

一
班
墳

と
略

厭
同
様

の
埴

輪
破



片
を
多
数
に
出
土
し
た
が
、
第
二
批
墳
に
は
埴
輸
破
片
旗
殆
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
こ
の
碁
る
し
い
差
異
は
古
墳
の
位
置
が

前
者
は
山
丘
の
頂
上
に
称
つ
て
埴
輸
を
用
い
な
け
れ
ば
築
池
が
困
難
で
あ
る
の
に
後
者
は
そ
の
必
要
が
な
い
と
い
う
古
墳
築
造
の
技
術
上
の

要
不
要
に
よ
る
も
の
と
術
単
に
見
過
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
古
墳
を
築
造
し
た
年
代
の
差
を
示
す
も
の
か
、
さ
も
な
け

れ
ば
古
墳
に
坤
葬
さ
れ
て
い
る
人
の
身
分
の
差
を
示
す
も
の
と
考
え
れ
ば
な
ら
攻
い
。
兎
も
角
第
二
銑
墳
が
、
第

一
批
墳
と
殆
ん
ど
同
じ
よ

う
攻
埴
輸
を
出
し
て
い
る
の
に
こ
の
古
墳
は

・
Ｉ１１
輸
を
殆
ん
で
布
し
章
い
点
か
ら
考
え
て
、
第

一
枕
壌
と
直
接
開
係
の
あ
る
古
墳
と
は
考
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第

一
批
増
と
の
圧
離
が
余
り
に
隔
つ
て
い
る
こ
と
も
考
え
に
入
れ
れ
ば
な
ら
な
い
。
帥
ち
こ
の
古

娯
は
第

一
枕
墳
の
陪
塚
と
は
言
い
難
い
と
思
う
つ
で
あ
る
こ
然
ら
ば
こ
の
差
異
は
何
を
示
す
か
と
言
え
ば
古
墳
策
逃
の
年
代
の
差
を
示
す
も

の
と
考
え
ざ
る
を
得
孜
い
。

こ
の
地
方
に
於
い
て
は
、
第

一
批
墳
や
第
二
批
墳
の
よ
う
に
山
丘
の
Щ
上
に
脊
る
古
瑣
と
、
第
二
批
墳
や
そ
の
附
近
に
在
る
手
地
に
な
る

古
墳
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
二
類
の
古
墳
を
年
代
的
に
何
れ
が
古
い
か
と
ゆ
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、　
一
般
論
と
し
て
は
山
丘
の
頂
上

た
位
置
十
あ
も
の
ゝ

，
方
が
古
い
も
の
と
言
わ
れ
ば
な
ら
な
い
，
こ
れ
は
日
向
國
に
於
い
て
は
事
実
で
あ
る
と
信
ず
る
。

一
般
論
と
し
て
言
え

ば
低
地
に
在
る
古
墳
は
脱
に
出
丘
上
の
格
好
の
位
置
を
先
占
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
し
，
古
墳
築
辻
の
技
術
が
進
歩
し
ユ
つ
古
墳
が
大
笙

と
な
る
に
件
い
山
丘
を
利
用
せ
ず
し
て
雑
大
な
古
墳
を
作
り
得
る
に
■
つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
賞
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
日
向
た
於
い
て

千
枚
岩
の
結
式
石
棺
を
右
す
る
よ
う
な
古
墳
は
殆
ん
ど
み
な
山
丘
の
頂
上
に
在
り
、
養
進
し
た
到
抜
石
構
を
有
す
る
古
墳
は
低
地
に
多
い
こ

と
も
参
考
と
な
る
。
以
上
に
よ
つ
て
こ
の
古
墳
は
前
二
者
と
は
年
代
を
異
に
し
．
し
か
も
年
代
が
多
少
降
る
も
の
と
考
え
る
。

（
競
山
猛

・
石
川
恒

大
郎
）

〓
一
一



第

二

部 

宮

崎

縣

古

墳

地

名

表



第

一　
宮
崎
縣
古
墳
調
査
の
治
革

宮
崎
縣
古
墳
調
査
の
治
単
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
う
が
、
庚
い
意
味
で
江
戸
時
代
か
ら
な
人
の
調
査
が
あ
り
】
懸
治
時
代
に
入
つ
て
公

の
調
査
が
行
わ
れ
”
こ
れ
が
保
存
も
行
わ
れ
た
。
今
私
的
調
査
か
ら
そ
の
大
要
を
書
い
て
見
よ
う
。

江
戸
時
代
の
末
期
天
保
の
頃
】
見
湯
郡
穂
北
（今
の
妻
町
、
上
穂
北
村
）
に
見
玉
貸
浦
と
い
う
人
が
居
て
國
學
の
素
養
が
あ
り
学
日
向
内
の
昔

墳
．榊
蔵
、佛
閣
な
ど
を
調
べ
て
こ
れ
を
版
水
に
彫
り
、
普
な
く
そ
の
刷
物
を
頒
布
し
た
。
又
穂
北
及
び
そ
の
東
方
の
新
田
村
に
は
昔
墳
が
多

い
か
ら
、貸
地
の
調
査
を
試
み
て
笠
狭
大
略
記
と
い
う
著
書
も
出
て
い
る
。
他
方
延
岡
の
人
で
本
居
門
下
の
樋
口
種
賞
も
、
廷
岡
南
方
か
分
高

千
穂
あ
た
り
を
調
べ
て
高
千
穂
旧
蹟
明
細
記
を
著
し
た
。
こ
れ
ら
が
日
向
の
古
墳
を
調
査
し
た
初
め
で
あ
る
。
な
お
、
と
の
時
代
番
よ
つ
と

古
く
鎌
倉
↓
室
町
時
代
に
遡
り
■
土
人
の
発
掘
も
行
わ
れ
各
地
古
墳
の
十
中
六
七
は
そ
の
被
害
を
受
け
て
い
て
ス
は
無
い
位
で
，
今
日
各
町

村
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る
と
し
相
営
の
所
で
は
二
類
の
三
、
三
点
を
持
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
向
だ
け
で
は
な
く

一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
Ｌ
文
化
史
上
甚
だ
遼
憾
で
あ
る
。
こ
の
間
に
あ
つ
て
見
湯
郡
穂
北
、
東
諸
縣
郡
本
庄
あ
た
り
で
は
、
古
墳
を
稜
掘
す
る
と
何
等
か
の
崇

が
あ
る
と
い
つ
て
裁
め
て
い
掟
か
ら
、
校
各
程
度
も
割
に
少
な
い
所
も
あ
る
。
明
治
の
時
代
に
な
る
と
、
管
時
の
宮
崎
縣
は
、
鉄
肥
の
人
心

鉄
肥
縣
の
大
参
事
で
あ
つ
た
手
部
崎
南
氏
を
暴
け
て
日
向
地
誌
を
編
纂
さ
せ
充
事
■
蛤
南
は
縣
内
券
地
を
普
独
く
巡
覧
し
て
編
纂
を
絡
り
、

中
に
俸
識
の
陵
墓
と
昔
墳
の
賞
査
を
行
つ
て
い
る
。
■
れ
は
ル
に
日
灯
昔
蹟
誌
陵
墓
考
と
題
し
て
別
冊
に
な
つ
て
い
る
。
船
ち
日
向
の
古
墳

が
公
的
に
調
査
を
経
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
切
治
十
七
↓
え
年
の
頃
↓
営
時
の
學
務
課
長
で
あ
つ
た
遠
藤
正
氏
は
、
日
向
は
皇
群
委
群
の

地
で
あ
る
か
ら
〕
俸
読
陵
墓
の
如
き
は
先
ず
こ
れ
を
調
査

´
し
て
保
存
の
途
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
上
司
に
献
言
し
て
、
大
い
に
官
民
の
注
意

を
転
い
立
∵
部
は
こ
れ
か
お
政
久
に
垣
コ
遺
蹟
遺
物
に
開
し
そ
の
取
締
に
つ
き
縣
令
訓
令
を
出
し
保
存
上
遺
戯
な
き
と
期
し
た
∵
三
山
蜂
依



一一一エハ

す
で
に
明
治
七
年
七
月
十
日
に
■
鹿
見
島
縣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
津
で
も
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
、
諸
陵
頭
の
雨
縣
巡
祀
が
あ
り
、

技
官
藤
田
諸
陵
助
の
貸
地
調
査
と
な
り
、

途
に
明
治
二
十
八
年
十
二
月
四
日
た
の
通
り
参
考
地
樽
識
地
の
指
定
が
あ
つ
た
。

束
田
杵
郡
北
川
村
大
学
長
井
字
族
野
古
境
末
漿

（
服
購
醐
柄
球
附
瓶
榊
）

郵
珂
郡
鶏
戸
村
官
弊
大
蔵
鵜
戸
榊
宮
境
内
連
日
峯
常
娘

（
購
随
地
卿
面
三
附
伍
牌

・ぇ
合
六
句

）

右
ニ
ケ
所
御
陵
来
樽
識
也

見
湯
郡
下
穂
北
村
大
学
三
宅
両
都
原
可
愛
塚

舶麟弊
妙脚鰯
効
（購
酷給対
諄哺
汗哺
酬十
九坪
八合）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

右
ニ
ケ
所
御
陵
墓
参
考
地

明
治
三
十
二
年
二
月
十
日
縣
は
宮
崎
中
學
校
教
論
文
學
士
中
村
徳
五
郎
氏
を
、
縣
史
編
纂
委
員
に
任
命
す
る
と
同
時
に
、古
墳
等
斑
厳
の
調
査

に
管
ら
せ
た
。
氏
は
明
治
二
十
五
年
四
月
解
任
に
至
る
ま
で
に
、
宮
崎
縣
斑
を
編
纂
じ
文
、
後
に
日
本
開
開
史
な
ど
を
残
し
て
い
る
。
つ
い
で

元
延
岡
中
學
校
長
三
浦
欲
氏
を
そ
の
後
任
と
し
、
氏
の
解
畷
後
左
蹟
喝
託
と
な
っ
た
者
に
、
谷
日
章
歳
．
若
山
甲
裁
Ｌ
菊
地
道
生
、
河
井
田

政
吉
諸
氏
が
あ
る
。
君
山
氏
の
時
．
縣
内
各
町
村
に
命
じ
、
古
墳
の
所
在
を
調
査
さ
せ
て
、
初
め
て
古
墳
台
帳
を
出
版
し
た
が
，
町
村
営
務

者
に
古
墳
の
予
備
知
識
を
欠
い
だ
も
の
が
あ
つ
た
た
め
、
塚
と
い
え
ば
経
塚
．
供
養
塚
、
境
塚
乃
葦
自
然
の
丘
陵
ま
で
這
入
つ
て
い
た
こ
と

が
後
で
分
つ
た
。
又
、
中
村
．
谷
Ｈ
諸
氏
の
ご
と
き
は
、
惨
手
に
古
墳
を
残
抑
し
た
が
ら
こ
れ
は
保
存
上
遼
懺
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
五
年
に
及
び
、
時
の
縣
知
事
右
吉
忠

一
氏
は
も
狂
蹟
の
調
査
と
こ
れ
が
保
存
を
期
し
．
岡
年
縣
命
に
誹
つ
て
そ
の
脇
賛
を
得
、

帝
じ

ｐ
辟
臣
階

ｐ
ｒ
ｋ
に
鷹
膵
肝
―ｌｆｉ
捌
腔
肝
粧
粕
麻
・Ｆ！
―
“
‥
船
紗
型
ｒ
脚
鵬
Ｗ
脚
醜
μ
砕
凶
騨
腔
理
即
藤
距
臆
肝
を
ｌｌ
降
―
～



年

一
月
六
日
に
亘
つ
て
行
つ
た
。
こ
れ
が
本
邦
に
お
け
る
古
墳
稜
掘
史
上
、
學
術
的
調
査
の
勅
で
あ
る
。

調
査
に
参
加
し
た
着
は

宙

内

省

御

川

掛

束

京

博

物

鉗

嚇

託

東
京
帝
大
助
教
授
　
女
　
博

同
　
　
　
　
　
　
副
　
　
手

同

　

理

大

助

手

京

都

市

大

教

授

同
　
　
　
　
　
講
　
　
師

文
　
　
　
　
　
　
　
　
博

宮

崎

縣

嘱

，託

千

の
諸
氏
で
、
同
地
古
墳
百
十
批
、
百
十

一
洸
、
十

一
流
、
二
十

一
班
及
び
そ
の
陪
嫁
Ｌ
二
百
班
、
二
百

一
就
、
十
七
就
，
百
十
二
批
■
二
十

九
統
。
　
一十
六
就
等
で
、
凌
棚
調
査
の
結
果
は
も
二
十

一
批
塚
の
粘
土
質
土
棺
で
従
奈
か
っ
て
見
な
い
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
、百
十
二
枕
墳
は

埴
輸
円
筒
で
二
十
八
尺
乃
至
二
十

一
尺
の
方
形
に
続
ら
し
た
方
墳
で
，そ
れ
が
大
陸
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
、
或
は
共
以
前
自
然
稜
生
の
も

の
か
分
明
で
な
い
が
，
貴
重
な
牧
控
で
あ
つ
た
こ
と
，
全
体
の
選
品
と
し
て
は
、
刀
、
剣
し
鉢
■
鏡

（多
く
は
榜
製
）
．甲
■
銭
ヽ
家
屋
形
．

楯
ぅ
刀
な
ど
の
象

形
埴

輸
、
勾
玉
■
管
工
、
切
子
玉
、
小
工
、
琉
璃
玉
、
交
よ
、
響
、
砒
部
上
パ
の
各
種
Ｌ
土
師
器
各
種
等
で
、
之
は
殆
ん

ど
通
有
の
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
今

一
々
記
さ
な
い
■
稜
掘
の
開
始
さ
れ
る
に
先
だ
ち
、
三
宅
郡
雄
官
司
井
上
勇
雑
氏
を
齊
圭
と
し
、
縣
知

三
七

三 事 i賓 坂 柴 今 異そ 聞 増

浦 田 田 日 田 西 板  岡

貞 耕   常 勝
之

敏 吉 作 昂 志 龍 美 助 信

安



一工
八

事
右

吉
忠

一
氏
以

下
櫛

係

者

一
同
、

女
狭
穂
前

の
務
場

ｋ
疹
列

し

て
、
申

告
祭
を

行

い
ゃ
絡
了

後

は
↓
復
奮
申

告
祭

を
執

行
し

た
。
此

の
祭
典

は
や

後

の
稜
掘

の
際

も
常

に
之

を

行
う

こ
と

に
な

っ
て

い
る

か
ら

．
之

を
楚
た

特

記
す

る
「

一を
あ
　
・
票

，

に
し

て
西
都
原

古
増
あ

調
査

は
い
共

の
後

ヽ
引
績

い
て
行
わ

れ
、
大

正

手
年

至
拐
東

大
理
大
講

師

女
博
鳥

居
龍
歳

氏

が
本
縣
し

て

．

先

ず
束

臼
杵

郡
南

方
村
雨

下
第

十
粧
墳

外
敷

墳

と
襲
棚
調
査
し

た
が
、

第

十
班
墳

は
柿

土

榔
墳

で
あ
り

、
違

品

・
と
し

て
勾

玉
、
管

工

、
竹
製

の

櫛

の
，貯
随

し

た
も
．
の
で
あ

つ
た

が
↓
他

Ｌ
普
通

の
土
墳

で
あ

つ

た
。

次

で
四
都

原

に
と

，
、

第

二
琥
墳

を
喪
抑

し

た
が
ぃ

同
墳

は
粘
土

を
以

る
細

長

ｒ
般

形

の
榔

を
作

り
、
内

に
遼
骸

と
伸

展
葬

じ
■

之
を
結
土

で
覆

い
、

更

に
撰

石
を
以

て
凋
団

を
包

ん
だ

も

の

で
あ

る
こ
と
を
知

つ

た
。
此

り
祗

の
昔
墳

の
癬
造

と
い

新

漆
見

の
も

の
し

て
難
意

を
惹

ｒ
晩

。
　
　
　
　
　
　

・

大

五
十

三
年

八
月
京

大
教

授
理
博

小
川
琢
治

Ｌ
同
講
師
今

西
砲

♪
同
大
學
文
大

助
手

梅

原
末
治

諸

氏

本
縣

し

て
、
西
都

原
第

四
統
墳

外

一

墳

を
稜
掘

寺
、
大

正
四

年
七
月

二
十

八
直

よ
り

八

月
二

日
数

で
東

大
文

科
講

師

原
田
淑
人

ど、
束

大
理
大
講
師

柴

田
常

惑

氏

本
縣

し
．
西
都

原
第

六
十
眺
古
墳
外

・
四
墳

を
・稜
柵

し
．
一
大

正

五
年

一
月
京

大
教

授
内
藤
虎

次
郎

．
同
助
教

授
今

西
龍

氏
本
縣

し
、
西
都

原
第

二
銑
古
墳

を
稜
掘

し
、

前

記

の
鳥
居

氏
調

査

の
第

二
就

と
同
じ

く

．
楠
土
礫
榔
襲

で
あ

る

た
と

が
切
か

に
な

つ
た
。
大

正
六
年

一
月
京

大
助
教

授
演

田
耕

作

。
同
畷

託
梅
原
末
治

束

大
文

科
講
師

原
田
淑

人
氏

が
本
縣

．
京

大
教

授
原

勝
郎

氏

も
之

に

加

わ

り
、

西
都

原

北
部

上
穂

北
村
船

塚
外

二
墳

を
稜
掘

し
ぃ
船

塚

か
ら

は
榜

製

鏡

で
ぁ
ゴ
だ
が

１
他

旧
何

の
な
謀
縞

壮
載
錠

４

稜
斑
ｄ
魁
可
‘　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

以

上
稜

抑
調
査

の
詳
細

に

つ

ｒ
て
は
■
西

都

原
古
墳
調

査
報

告
第

一
冊

か
ら
第

三
対
女

で
に
登
載

さ
れ

て

い
る
か
ら
、
妓

に
は
共

の
大
要

を
述

べ

る
に
一止

め
て

お
く

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一悔
都

原
造

墳
め

調
査

稜
猟

は
じ　
一
先

ず
以

上

で
中

止

と
な

り
、
送

品

は
宮

内
省

束
西

雨
大
學

と
懸

に
於

て
分

配
所
持

し
、
縣

に
於

て
は
要

謂
胤
ｄ
目
研
刻
川
４
謝
川
ａ
漑
切
■
四
射
咽
引
判
狙
釧
釘
州
ｑ
閉徽
激
紹
島
封
猟
コ
瀾
欄
撼
■
ズ
の
後
大
正
の
末
年
か
ら
昭
和
の
初
頭
に
か



．ヶ
定
蹟
名
惨

天
然

記
念

物
保
存

施

設

が
盛

ん

に
呼
班

さ
れ
■
縣

で
は

昭
和
御
大
典

記
念

と
し

て
博

物
館

設
置

の
議

が
捷

頭

し
、
宮
附

縣
台

は

議

員
形

田
四
郎

氏
等

の
建
議

に

よ
り
、
博

物
館
セ
事

を

お
く

こ
と
と
な
り
、

飲

肥
中
學

被

教
識

瀬
之

口
樽

九
郎

を

そ

の
主
事

に
採
用

し
、
同

事

湧
を

取
扱

わ
し

め
る
と
共

に
還
蹟
遼

物

殊

に
古
墳

の
所
在
を
徹
炭

的

に
調

査

さ
せ

て
他

日
に
備

え

る

こ
と

に
し

た
。

次
期

の
古

墳
調

査

昭
和

二
年

に
至
ゅ
束

日
杵

郡
長

柴

山

博

氏

は
、
縣

と
打
合

せ
共

の
筋

の
許

可
を
受

け
、
東

大
講
師

文
博
鳥
居
龍
滅

氏

を
招
き

，
南

方
村

。

岡
宙

町
古
川

、

恒
宙

町
愛

差
山
鮎

ぃ
束
海
村

各
地
】
細
鳥

町

の
古
墳

訓

査
残
柵

を
な
す

こ
と
と
な

つ
た
が

，
共

の
結
槃

は
敢

て
著
大
と

は

い

え

な

い
が
，
南

方
村

吉

野
古
墳

か
ら
舟

形
石
構

が
凌
見

さ
れ
、

副
葬

品

に
石

英
粗
面
岩
製

の
砥
石

な
ど

が
出

土

し
、

外

に
先

災

時
代

の
選

品

を

得

て
、

上
代

の
延
岡
地
方
文

化
を
明

ら

か

に
す

る
所

が
あ

つ
た
。

・

昭
和
十
四
年
新

田
村

新

田
原

台
地

上

に
、
芙

施

設
を
な
す

に
肯

り
、
同

地
古

墳
第

四
十

五
粧
（
石
舟

塚
）
外

三
墳

は
公
盆

上

比
を
撤

去

し
な

け

れ
ば
な
ら
な
ぐ
な

ヶ

、
共

の
筋

の
許

可
を
受

け
、
同
古
墳

を
菱
抑

調

査
す

る
こ
と

と
な

り

、
東

大
助

数

援
文
博
梅
原
末
渚

氏
を
招

い
て
、
昭
和

十

四

年

二
月
十

七

日
か
ら

五

辟
聞

凌
掘

調
査

を

行
う

と
と

に
な

つ
た
。

石
舟

塚

は
前

方

後

田

の
横

穴
式
石
室

を
有

す

る
も

の

で
あ

つ
た
が
、

既

に
盗
紐

に
逆

い
遺
構

殆

ん
ど
失

わ

れ
、

第

四

十

二
院
墳

は
全
銅
製

の
土

頭
太

刀
を
出

し
、
第

四
十
四
肱
墳

は
純

水
前

方

後

田
墳

と
考
え
ら

れ

て

い
た
が
、
今

回
桁
固

調
製

の
結

柔
、
方
墳

で
あ

る

こ
と

が
分

つ
た
が
、
樽
原

氏

は
公
務
上
久

し
く
滞

在
す

る
評

に
ゆ
か
ず
齢

洛
す

る

と

と

に
な

つ
れ

後
始
末

は
縣

で
な

す

こ
と

ゝ
な

り
Ｌ

縣

定
蹟
主
事

は
引
績

き
作
業

を

つ

ゞ
け
、
同
墳

が
横
火
式
石
室

で
あ
り
、
共

の
下
辰
前

方

に
排

水

の
設
備

と
有

す

る
こ
と
、
奈

足
縣

高
市

郡
島

の
庄

石
舞

台

の
方
墳

と
規

模

が
同
じ

で
あ

る

こ
と
を
知

つ
た
。

衛
梅
原

氏

は
大

正

三
年

調

査

の
際
同
村

山

ノ
坊

古
墳
出

上

の
鋸
鑑

を
大
阪
府

出
川

七
々
術

門

氏

の
所
威

と
な

つ
て

い
る
古
鏡

三
面
．

画
文
袢
榊

獣
鏡
、
獣

縁
文

獣
杵

鏡

（
二
面
）

の
出

土
地

を
調

査

し

，
蹄

本
し

，
山
川

氏

に
箭

う

て
報

告
書

に
加

え
ら

れ

た
。

こ
九



四
〇

昭
和
十
七
年
公
爺
上
己
む
を
得
な
い
某
施
設
を
、
束
諸
縣
那
入
代
村
木
脇
村
の
通
稀
六
野
原
に
な
さ
れ
る
に
首
つ
て
、
八
代
村
縣
指
定
古
墳

の
十
二
共
と
所
在
不
明
の
地
下
式
古
墳
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宮
内
省
の
許
可
と
文
部
省
の
承
認
を
得
て
稜
堀
調
査
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。
稜
堀
に
は
京
大
教
授
文
博
梅
原
末
治
氏
の
本
縣
を
申
請
し
た
が
，
公
務
上
の
都
合
で
辞
退
さ
れ
た
の
で
，
縣
は
己
を
得
ず
史
蹟
士
事

瀬
之
口
樽
九
郎
を
士
査
と
し
．
上
代
日
向
研
究
所
委
員
石
川
恒
太
郎
を
副
査
と
し
て
封
土
墳
を
凌
堀
し
．
地
下
式
古
墳
は
工
事
進
捗
に
件
い
稜

見
の
都
度
調
査
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
封
土
墳
は
大
き
い
前
方
後
囲
墳
な
ど
盗
颯
の
厄
を
受
け
た
も
の
で
、
何
も
な
か
っ
た
が
、
小
封
土
墳

の
方
は
完
養
な
も
の
も
あ
り
，
共
の
大
部
は
納
土
榔
の
も
の
で
あ
つ
た
。
地
下
式
古
墳
の
中
に
は
，
地
下

一
大
余
の
庭
ま
で
竪
穴
を
穿
ち
そ

れ
か
ら
玄
索
は
羨
道
を
界
じ
て
横
の
奥
に
穿
た
れ
、
長
さ
五
間
、
巾
七
尺
、
高
さ
四
尺
以
上
に
及
パ
の
も
あ
つ
た
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
東
大
文
學
都
助
教
授
文
博
駒
井
和
愛
氏
を
国
長
と
す
る
団
員
は
．學
生
十
数
名
と
、西
都
原
の
古
墳
及
び
同
地
國
分
寺

遺
蹟
凄
掘
を
願
出
た
が
、
管
時
の
世
相
は
絡
戦
後
衡
ほ
険
悪
な
る
も
の
が
あ
り
，
之
を
許
可
す
る
と
今
後
無
許
可
の
政
ゝ
盗
掘
を
な
す
傾
向

の
生
す
る
こ
と
も
計
り
難
い
状
勢
に
あ
る
の
で
、
之
を
許
可
し
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
を
通
告
し
た
が
，
更
に
請
求
し
て
本
た
の
で
文
部
省

か
ら
係
官
の
派
遺
を
請
い
、
技
官
秀
藤
忠
氏
本
縣
立
會
し
、
妻
町
に
於
て
歴
史
時
代
初
期
の
住
居
酢
を
凌
棚
し
、
処
岡
市
の
貝
塚
遺
蹟
を
調

査
し
て
蹄
京
し
た
。

次
で
昭
和
二
十
五
年
四
月
に
至
一り
、
兄
湯
椰
束
米
良
村
銀
鏡
の
住
居
遺
蹟
．
延
岡
市
束
海
り
古
墳
敷
業
を
稜
如
し
、
舶
哉
の
内
行
花
文
鏡

の
出
土
を
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
し
て
昭
和

二
十
六
年
四
月

に
至

，
．
宮
崎
縣
教
育
委
員
會

は
、
祗
含
教
育
課
長

日
高
幸
男

氏
の
素
に
よ
う
■
新
制
文
化
財
調
査

委
員
會
に
於
て
三
ケ
年
計
画
の
下
に
，
古
墳
の
調
査
を
な
す
こ
と
に
方
針
を

一
定
し
，
同
年
八
月
宮
崎
市
下
北
方
町
手
和
台
両
方
の
古
墳
残

掘
を
行
う
と
共
に
縣
下
の
古
墳
の
井
本
的
調
査
を
な
す
こ
と
に
攻
つ
た
欠
第
で
あ
る
。
（取
之
Ｈ
韓
九
郎
）



崎 都城市
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子  之

束 元

鳴営 官

計原

有

使辛

士蔵 地

日

向

T年

墳

地

名

表

生
日
村

〃 ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ 本

■

″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ 7″ ″ ″ ″ ″
日

第

二

古

J☆
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第

一
女

古

墳

調

査

の

意

義

昭
和
二
十
六
年
七
月
宮
崎
縣
教
育
臨
祗
含
教
育
課
長
日
高
幸
男
氏
が
上
京
し
て
縣
の
文
化
財
調
査
脅
が
圭
佐
と
な
り
、　
一
貫
し
た
組
織
と

方
針
と
を
以
て
三
年
間
の
計
画
で
古
墳
の
稜
掘
調
査
を
貸
行
し
た
い
の
で
、
こ
の
指
導
助
言
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ
つ
た
。
こ
の
獲
掘
調
細

の
当
象
に
予
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
中
に
は
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
ゃ
文
化
財
保
護
委
員
會
に
お
い
て
は
、

懐
重
に
考
慮
し
、
む
し
ろ
現
段
階
に
お
い
て
は
古
墳
の
稜
掘
調
査
よ
う
は
、
懸
下
に
所
在
す
る
古
墳
に
つ
い
て
、
市
町
村

・
學
校
開
係
者
の

協
力
の
下
に
基
本
台
帳
の
継
備
を
行
う
こ
と
の
要
務
で
あ
る
こ
と
を
張
調
し
た
。
同
課
長
は
錦
廃
後
、
縣
の
文
化
財
調
査
會
に
諮
つ
た
結
囃

、
こ
の
趣
旨
に
治
う
よ
う
に
４
つ
た
こ
と
は
、
同
縣
に
お
け
る
文
化
財
の
調
査
と
保
存
と
の
た
め
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
０
し
か

し
な
が
ら
。
縣
下
に
お
け
る
諸
般
の
事
情
は
、
昭
和
二
十
六
年
度
に
お
い
て

一
二
の
古
墳
の
袋
掘
調
査
を
も
併
せ
行
う
こ
と
も
必
要
と
さ
れ

る
機
速
に
あ
り
、
同
調
査
會
に
お
い
て
は
宮
崎
市
の
西
北
郊
に
存
し
、
か
ね
て
か
ら
調
査
の
封
象
と
な
つ
て
い
た
下
北
方
町
下
北
方
古
墳
を

選
定
し
、
文
化
財
保
護
委
員
含
に
楽
加
月
出
が
提
出
さ
れ
八
月
二
十
八
日
か
ら
十
日
間
の
予
定
で
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
。
私
は
同
縣

業
育
廉
か
ら
の
依
鞭
に
よ
つ
て
同
地
に
出
張
し
、
鏡
山
猛
氏
及
び
縣
文
化
財
調
査
員
日
高
重
孝
・
濃
之
口
俸
九
郎

ｏ
前
田
厚
・
石
川
恒
太
郎
∫

・
吉
野
忠
行
諸
氏
と
協
力
し
て
出
本
得
る
限
り
組
織
的
な
調
査
を
固
滑
に
行
う
こ
と
に
微
力
を
致
す
と
共
に
、
古
墳
の
基
本
的
調
査
の
賃
現

を
は
か
る
た
め
に
助
言
を
な
し
、
西
都
原
古
墳
群

・
本
庄
古
墳
群

・
生
目
古
墳
群
等
の
指
定
史
跡
の
現
状
を
祀
察
し
、
こ
の
地
元
に
当
し
て

も
基
本
的
調
査

へ
の
胎
動
を
促
進
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
幸
に
も
宮
崎
縣
民
の
熟
意
は
早
く
も
と
ゝ
に
第

一
年
度
に
影
け
る
調
査
報
告
書
七

し
て
、
下
北
方
古
壊
の
調
査
報
告
、
並
に
募
本
約
調
査
の
一
と
し
て
、
日
向
古
墳
台
帳
が
、
附
録
と
し
て
の
部
分
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
至

｝
一́



・　
ム
Щ

つ
た
こ
と
は
欣
幸
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
調
査
の
封
象
と
な
っ
た
下
北
方
古
墳
を
い
だ
く
地
件
は
、
宮
崎
市
の
西
北
郊
に
あ
充
う
所
謂
手
和
台
と
穂
せ
ら
れ
て
い
る
台
陵
で
市

民
散
策
の
好
述
の
地
な
の
で
あ
る
。
こ
の
地
に
古
墳
が
存
し
て
い
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
手
和
塔
」
の
建
車
の
際
に
も
新
た

に
残
見
さ
れ
た
こ
と
も
ぁ
り
、
人
々
の
間
に
か
ね
て
か
銹
注
祠
さ
れ
だ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
と
の
最
初
の
調
査
の
封
象
と
な
つ
た
と

と
も
必
ず
し
も
梢
然
は
な
い
の
で
あ
る
．
殊
に
第

一
琥
墳
は
丘
陵
の
突
端
に
管
ま
れ
々
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
事
貨
な
だ
ら
か
な
丘
陵
を
の

ば
つ
て

「
手
和
塔
」
に
進
し
、
夏
に
そ
の
奥
に
足
を
運
ぶ
と
き
、
直
ち
に
高
盛
り
を
な
す
前
方
部
に
達
し
、
々
の
西
方
に
後
田
部
の
律
容
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
き
ゎ
め
て
宏
推
な
外
観
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
古
墳
に
つ
い
て
訓
査
の
結
果
を
要
約
す
る
に
、
地
東
的
な

調
査
に
よ
つ
て
校
覆
土
は
き
わ
め
て
薄
く
、
自
然
の
丘
陵
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
墳
丘
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
更
に
後
田
部
の

稜
棚
の
結
工
、
内
部
に
竪
牛
で
な
い
礫
石
の
敷
設
が
あ
り
紹
摯
元
賓
が
介
入
し
て
い
た
事
賞
を
た
し
か
め
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

地
勢
上
風
雨
に
よ
る
侵
蝕
作
用
が
甚
だ
し
く
加
え
ら
枠
て
お
り
、
軌
に
後
田
部
の
上
頂
部
も
か
な
り
よ
く
不
ら
か
に
な
つ
て
い
る
尊
賞
や
、

第
二
枕
墳
に
お
い
て
も
辛
う
じ
て

・
ヒ
瑣
郡
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
に
礫
榔
の
残
存
部
が
痕
跡
と
と
ど
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
事
賞
と
相
快
っ
て

内
部
の
構
造
主
体
は
凱
に
速
い
辿
去
の
時
代
に
浦
失
し
、
中
世
に
お
い
ｔ
新
た
に
何
等
か
の
構
築
を
竹
む
た
め
に
礫
石
に
よ
る
特
殊
な
装
置

が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
方
部
の
中
央
郡
も
同
じ
く
僅
か
六
立
糎
で
地
山
に
進
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
古
墳
に

件
う
特
殊
な
述
構
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
随
つ
て
内
部
構
造
の
中
核
の
探
求
は
三
日
間
に
し
て
絡
止
符
を
う
つ
た
の
で
ぁ
る
が
、
傾
斜
面
に

斉
石
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
殊
に
象
形
埴
輸
円
筒
埴
輸
が
触
現
さ
れ
て
日
向
地
方
の
古
墳
に
お
い
て
こ
の
種
の
埴
輸
の
件
う
新
資
料
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
率
で
あ
っ
た
。
第
二
班
墳
は
こ
の
古
墳
に
近
接
し
て
い
る
か
円
墳
で
あ
る
が
、
内
部
構
造
主
体
は
同
じ
く
眈
に

失
わ
れ
埴
輸
少
み
の
検
出
が
あ
つ
々
に
辿
ぎ
な
か
づ
た
。
．
こ
の
二
つ
の
古
墳
は
、
た
と
え
大
い
さ
に
格
段
の
相
違
が
あ
る
と
し
て
も
、
埴
輸



の
上
か
ら
見
．れ
ば
霰
ゞ
耐

一
時
期
の
条
と
に
よ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
徒
木
壮
大
な
前
方
後
円
墳
に
近
接
し
て
小
田
墳
が
存
す
る
場
合
、

こ
の
種
の
小
田
瑣
を
以
て
具
ち
に
賠
琢
と
さ
れ
勝
ち
で
ぁ
る
。
し
か
し
な
が
ら
外
料
の
み
で
こ
の
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、

張
如
の
結
栄
慎
重
に
こ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
た
ま
た
女
こ
の
二
例
は
内
部
構
造
主
体
が
切
か
に
さ
れ
な
い
と
し
て
も
同

一
時
期

の
併
存
と
み
な
さ
れ
る
以
上
、
或
は
主
墳
と
陪
陵
と
の
開
係
に
近
い
性
質
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
欝
然
性
が
あ
る
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
に
至

つ
た
。
し
か
る
に
、
第
二
批
墳
は
こ
の
山
麓
に
あ

た
っ
て
存
し
封
上
に
洩
く

一
種
の
礫
榔
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
姑
輸
は
存
在
し

な
か
つ
た
。
第

一
琥
墳

・
第
二
銑
墳
に
比
し
時
間
的
に
後
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
も

一
つ
の
見
解
で
あ
あ
う
が
、
こ
の
問
題
を
別
に
し
て

も
、
と
に
か
く
こ
の
地
方
に
お
け
る
内
部
構
造
主
体
の
一
例
に
礫
椰
の
確
認
で
き
た
こ
と
は

一
つ
の
意
義
を
も
た
Ｌ
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
要
す
る
に
卒
直
に
い
つ
て
、
今
欠
の
古
墳
の
凌
机
調
査
は
、
班
に
中
核
が
失
わ
れ
又
は
残
骸
の
み
と
ど
め
て
い
る
も
の
を
封
象

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
部
構
造
の
究
明
や
遺
物
の
検
出
等
に
お
い
て
は
は
な
ば
な
し
ぃ
成
共
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
生
如
上
の
諸
問
題
の
上
に
も
い
く
っ
か
の
資
料
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ょ
う
攻
地
味
な
調
査
を
重
ね
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、

や
が
て
日
向
地
方
の
古
墳
文
化
が

一
段
と
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
が
い
だ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
か
ゝ
る
調
査
と
併
行
し
て
発
本
的

な
調
査
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
欣
幸
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
や
が
て
乙
れ
ら
が
契
機
と
な
つ
て
第
二
次
・
第
二
人
調
査
に
お
い
て
こ
の
全
般
が
ま
と
め
ら
れ
、
主
要
古
墳
の
封
上
の
賞
測
桐

・

分
布
固
等
の
先
本
的
な
資
料
と
共
に
公
表
さ
れ
る
な
ら
は
、
日
向
の
古
墳
文
化
の
研
究
の
上
に
碓
田
た
る
芥
礎
が
舞
か
れ
、
斯
學
を
秘
盆
す

る
と
こ
あ
も
少
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
津
る
の
で
ぁ
り
、
今
次
の
先
本
的
訓
査
の
意
義
も
乙
れ
に
ょ
つ
て
結
賞
す
る
も
の
と
い
ゎ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
　
　
　
　
」

思
う
に
も
宮
崎
縣
は
古
墳
の
組
織
あ
る
調
査
に
づ
い
て
は
、
考
古
學
史
上
か
が
や
が
し
い
足
跡
を
印
し
て
き
た
。
大
正
和
頭
に
お
け
る
西

一　
一
五



一
一
エハ

都
原
古
墳
群
の
後
掘
調
査
は
…
わ
が
図
の
古
墳
の
調
査
の
滑
車
の
上
か
ら
見
て
も
特
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
後
も
梅
原
末
治
博
士

等
に
よ
つ
て
學
究
的
な
開
拓
が
な
さ
れ
、
又
古
文
化
研
究
所
よ
づ
て
西
都
原
古
墳
群
に
聞
す
る
貴
重
な
資
料
も
公
刊
さ
れ
た
。
今
日
、
古
文
化

究
明
の
機
運
・が
勃
然
と
し
て
お
こ
り
つ
ゝ
あ
る
と
繕
し
官
崎
縣
に
お
い
て
と
の
管
下
に
有
す
る
喜
宮
な
古
墳
に
封
し
て
な
す
べ
き
営
画
の
こ

と
は
新
た
な
張
加
事
業
よ
り
は
む
し
ろ
雛
往
に
得
ら
れ
た
成
果
の
整
理
的
な
事
柄
と
今
日
現
存
す
る
古
墳
に
封
す
る
基
礎
的
な
仕
事
と
こ
れ

に
封
す
る
保
存
の
封
策
で
あ
る
う
市
町
村

・
學
校
関
係
の
職
員
の
方
々
や
開
心
を
も
つ
一
般
の
方
々
の
協
力
に
よ
つ
て
こ
の
郷
■
に
お
け
る

古
墳
の
現
状
を
調
べ
、
分
布
田

●
賞
測
間
を
推
理
し
必
要
事
項
を
記
載
し
て

一
貫
し
た
系
譜
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
と
そ

先
學
の
光
輝
あ
る
業
績
に
酬
い
る
途
で
あ
る
と
共
に
脂
本
日
向
古
文
化
の
具
の
姿
相
を
把
握
す
る
上
に
不
朽
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
次
第
二
次
の
調
査
に
お
い
て
か
ゝ
る
携
本
的
な
調
査
が
史
に
活
綾
に
な
り
、
結
賞
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
や
女
な
い
。

（査
膝
　
忠
）
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